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　本研究報告は，産業技術総合研究所地質調査総合センターの 5万分の 1地質図幅「福
ふく

井
い

」地域の地質に関する記述で
ある．「福井」地域にかかる地方自治体は，坂
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村）の 2市 1町である．
　現地調査は平成 13～ 17年度に実施した．新第三系の調査は鹿野と中川が，第四系の調査は山本が行い，全体のとり
まとめを鹿野が行った．中川は筑波大学に提出した博士論文（Nakagawa, 1998）の研究として当該地域の新第三系の
調査を福井大学在籍中から平成 12年までに先行して行った．また，日鉄鉱業（株）の長根将格が筑波大学大学院地球
科学研究科修士論文の研究として福井から梅浦，鯖江にまたがる丹生山地の地質調査を鹿野の指導の下，行った．鹿野
は，それらの成果を参照しつつ改めて現地調査を行い，新第三系の層序区分・構造を再検討した．
　5万分の 1地質図幅「福井」地域の地質は，商工省地質調査所（現産業技術総合研究所地質調査総合センター）7万
5千分の 1地質図幅「福井」（薗部，1939）の一部として既に報告されている．また，5万分の 1土地分類基本調査の一
環として表層地質図「福井」（三浦ほか，1971）がまとめられている．しかし，1948年の福井地震以降，福井市とその
周辺地域では人口が集中し都市化が進む中，地震が度々発生しており，また，2005年には福井豪雨災害に見舞われる
など，当該地域が置かれている地質環境について，いままで以上に理解を深める必要がある．本研究報告は，そのため
の基礎となることを願ってまとめた．
　本研究をまとめるにあたり，富山大学氏家　治教授に市ノ瀬流紋岩の化学組成を教えて頂いた．地質図の等重力線は，
地質情報研究部門の駒澤正夫が編集した．薄片作成は，地質標本館の大和田　朗，佐藤卓見，福田和幸による．ここに
記して謝意を表する．
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第 1章　地　　形

（山本博文）

　福井地域は，世界測地系の北緯 36度 0分 11.2秒～
36度 10分 11.1秒，東経 135度 59分 49.6秒～ 136度
14分 49.5秒（日本測地系の北緯 36度～ 36度 10分，
東経 136度～ 136度 15分）の範囲に南西端のわずかな
領域を加えた地域からなる（第 1.1図）．
　地形的には，活断層で囲まれた構造盆地である近畿ト

ライアングルの東縁を限る柳
やな

ヶ
が

瀬
せ

断層帯の北東側に位置
し，日本海とは甲

かぶ

楽
ら

城
ぎ

断層と甲楽城断層から反時計回り
に約 120°開いた越

えち

前
ぜん

海岸に平行する断層群に区切られ
ている（第 5.1図）．これらの断層群を境として，西側
の日本海は沈降域，東側の丹

に

生
う

山地は隆起域となって 
いる．

第 1.1図　福井地域及び周辺地域の地勢図
国土地理院発行 20万分の 1地勢図「金沢」，同「岐阜」の一部を使用，枠線は 5万分の 1地形図の
境界．括弧内は地形図名．

15.6
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　越前海岸の背後にある丹生山地は，標高 656.1 m の
国
くに

見
み

岳をはじめとする起伏の緩やかな山地であり，主と
して中新世の火山岩と堆積岩から成る（第 2.1図）．
　河川に沿っては河成段丘が点在し，海岸沿いには海成
段丘が分布する．河成段丘は標高 100～ 220 m の高位
河成段丘，標高 40～ 100 m の中位河成段丘，及び河川
との比高数 m の低位河成段丘に区分できる．海成段丘
は標高 12～ 135 m の中位海成段丘と標高数 mの低位
海成段丘からなり，中位海成段丘は高位より中位Ⅰ海成
段丘，中位Ⅱ海成段丘及び中位Ⅲ海成段丘に区分できる
（第 2.3図）．
　福井平野は東側から流れ込む九

く

頭
ず

竜
りゅう

川や足
あす

羽
わ

川及び
南側から流れ込む日

ひ

野
の

川が運ぶ土砂によって埋め立てら
れた構造盆地である（第 1.1図，第 2.4図）．上記の段
丘は沈降を続ける福井平野では認められない．福井平野
北側には，加

か

越
えつ

台地と呼ばれる隆起性の台地があり，新
第三系からなる基盤岩を覆って海成段丘堆積物及び古砂
丘堆積物，砂丘堆積物が分布している（第 2.1図）．そ
の東縁は剣

けん

ヶ
が

岳
だけ

断層，細
ほそ

呂
ろ

木
ぎ

断層，松
まつ

岡
おか

断層をはじめと
する福井平野東縁断層帯の断層群によって直線的に区切

られており，第三系火山岩，飛
ひ

騨
だ

変成岩・花崗岩，手
て

取
とり

層群等が露出する加
か

賀
が

越前山地，越前中央山地に接する
（第 2.1図）．平野の西側は，丹生山地と直線的境界で
接しており，福井市街以北では，重力探査から，福井丹
生山地東端の直線的境界付近に沿って福井地震断層に平
行に延びる東落ちの断層が推定されている（第 2.1図：
小林ほか，2001）．平野の南側は福井市と鯖江市との境
界にある文

もん

殊
じゅ

山‒城山‒旧清水町の三
み

方
かた

丘陵の狭隘部を境
に武
たけ

生
ふ

盆地につながっている（第 2.4図）． 
　福井平野の地下には 200 m を超える未固結堆積物が
分布し（第 4.5図），沖積層基底は平野北西部では標高 
－50 m に達する（第 4.4図）．表層には，かつての河川
流路や自然堤防が至る所に残されており，九頭竜川河口
には砂州と，砂州の上に成長した砂丘（もしくは浜堤列）‒
三
さん

里
り

浜
はま

砂丘が分布する（第 2.9図）．九頭竜川に沿っては，
上流に向かって緩やかに高度が増し，本図幅地域の東端
付近で九頭竜川扇状地に漸移する．また，足羽川，竹田
川が東側の山地から福井平野に出たところにも扇状地が
形成されている（第 2.1図，第 2.4図）．
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第 2章　地 質 概 説

（鹿野和彦・山本博文・中川登美雄）

　本図幅地域の地質は新第三系と第四系とに大別される．
新第三系は主に丹生山地を，第四系は主にこれを取り巻
く平野部を構成している（第 2.1図）． 
　本図幅地域に隣接する地域では，本地域に連続する新
第三系のほかに，その基盤をなして古第三紀丹

に

生
う

花崗岩，
後期白亜紀足

あす

羽
わ

層・茂
も

原
ばら

層・面
おも

谷
たに

流紋岩，ジュラ紀～前
期白亜紀手取層群，ジュラ紀船

ふな

津
つ

花崗岩，前期石炭紀～
前期白亜紀付加コンプレックスなどが分布する（第 2.1
図：脇田ほか，1992；鹿野ほか，1999）．
　本図幅地域や周辺地域の地質をまとめた地質調査所発
行の地質図に 7万 5千分の 1地質図幅「大

だい

聖
しょう

寺
じ

」（薗部，
1936），同「福井」（薗部，1939），20万分の 1地質図幅「金
沢」（鹿野ほか，1999），同「岐阜」（脇田ほか，1992），
50万分の 1「金沢」（礒見ほか，1958）がある．5万分
の 1地質図幅はなく，これに代わるものとして，土地分
類基本調査でまとめられた 5万分の 1表層地質図「福井」
（三浦ほか，1971），同「大聖寺」（三浦・吉澤，1987），
同「三

み

国
くに

」（三浦，1983），同「大聖寺・三国・永
えい

平
へい

寺
じ

（石
川県分）」（絈野・山田，1989），同「鯖

さば

江
え

・梅
うめ

浦
うら

」（三浦
ほか，1984），同「大

おお

野
の

」（服部・東，1996），同「越前
勝山・白山」（三浦ほか，1996）がある．また，福井県
が出版した地質図として 20万分の 1福井県地質図（工
業技術庁地質調査所，1955），15万分の 1福井県地質図（塚
野，1969）がある．このほか，新第三系については，三
浦ほか（1988）と藤井ほか（1992）によるまとめが，第
四系については三浦（1988）によるまとめがある．先新
第三系に関する記載は少ないが，その分布・層序につい
ては，文献と上記の表層地質図等に基づいてまとめられ
た 20万分の 1地質図幅「金沢」（鹿野ほか，1999），同「岐
阜」（脇田ほか，1992）から読み取ることができる．

2.1　新第三系

　丹生山地の新第三系は，下位から順に，西
にし

谷
たに

流紋岩，
糸
いと

生
お

層，国
くに

見
み

層，荒
あら

谷
たに

層，市
いち

ノ
の

瀬
せ

流紋岩及び類縁岩体，
国
くに

見
み

岳
だけ

火山岩及び類縁岩体と玄武岩～デイサイト貫入岩
に区分される（第 2.1図，第 2.2図）．このうち，西谷
流紋岩は南西隣の 5万分の 1地質図幅「梅浦」地域及び
南隣の 5万分の 1地質図幅「鯖江」地域（以下両者を併
せて 5万分の 1地質図幅「梅浦及び鯖江」という）と東
隣の同「永平寺」地域に点在するが，本図幅地域では確
認されていない．
　西谷流紋岩（河合，1956）は，主に黒雲母含有流紋岩

軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩からなる．南隣 5万分の 1地
質図幅「梅浦及び鯖江」地域の越前町小

ここ

樟
のぎ

では面谷流紋
岩の上位にあって糸生層の基底礫岩に覆われる．さらに
南へ下って越前町茂

も

原
はら

から南越前町甲
かぶ

楽
ら

城
ぎ

（旧河野村）
へと延びる直線的な海岸東側の山地（南条山地）では糸
生層玄武岩～安山岩溶岩・火砕岩の直下にあって石炭紀
前期～前期白亜紀付加コンプレックスを不整合に覆って
分布しており，甲楽城東方の矢良巣岳付近（梅田，
1997）や越前市不

お い ず

老町（旧武生市）では西谷流紋岩の基
底に淘汰の良い中礫岩が認められる．西谷流紋岩を構成
する流紋岩軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩の大半は溶結して
おり，中島ほか（1983）は，そのフィッション・トラッ
ク年代として 27.2± 0.5，24.5± 0.6，21.7± 0.8 Ma 
の値を報告している．また，本報告をまとめる過程で 
2つの流紋岩溶結軽石火山礫凝灰岩試料についてジル 
コンのフィッション・トラック年代を測定したところ，
22.3± 0.9 Ma（FUK14，越前町小樟）と 22.0± 0.8 
Ma（FUK423，福井市徳

とく

尾
お

町）の値が得られた（付表 1）．
これらの放射年代値は，西谷流紋岩の年代が，おそらく
22 Ma前後，前期中新世であることを示唆する．
　糸生層（塚野・三浦，1954）は，玄武岩～安山岩溶岩・
火砕岩，デイサイト火砕岩などの火山岩と，砂岩，シル
ト岩，泥岩，礫岩などの堆積岩からなる．火山岩は陸上
ないし浅い水域に定置した特徴を示し，堆積岩は淡水湖
や河川流路，自然堤防，氾濫原などに堆積した特徴を示
す（Nagane，2001MS）．堆積岩からは保存の悪い植物
の葉，昆虫やコイ科魚類（安野，1976，1978，1979a），
淡水棲珪藻（Koizumi, 1988）などの化石がまれに産出
する．糸生層は主に越前町梅

うめ

浦
うら

から福井市武
ぶ

周
しゅう

町を経
て福井市本

ほん

堂
どう

町を結ぶ線の南東側にあって，丹生山地南
部の大半を占めるとともに，福井市市街地から旧武生市
市街地へと続く平野を挟んで，その東側の山地へと広 
がる．
　塚野・三浦（1954），三浦・東（1974），三浦（1979），
Nakagawa（1998）は，糸生層と上位の国見層との境界
を梅浦北側の越前海岸左

そ

右
う

付近に厚く分布する礫岩の基
底に置き，両者を不整合関係にあるとした．しかし，彼
らも認めているように，左右から北東に向かうにつれて
礫岩は薄くなるとともに砂岩を間に挟むようになり，つ
いには消滅して糸生層と国見層との境界は曖昧になる．
本報告では，両層の境界付近にあるデイサイト軽石火山
礫凝灰岩～凝灰岩が調査地域内で連続して追跡できるこ
とから，その上限を両層の境界とした．ただし，左右付
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前
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白
亜
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期
石
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紀

　
　
～
前
期
白
亜
紀

中
期
～
後
期

白
亜
紀

前
期
～
中
期
中
新
世

埋め立て地

河川流路・自然堤防・氾濫
原・谷底平野堆積物

扇状地堆積物

海岸砂丘・砂州・海浜堆積物 断層

堆積岩を主とする
付加コンプレックス

推定断層

推定活断層

地震断層

伏在断層

活断層

米ヶ脇層

段丘堆積物

玄武岩～デイサイト貫入岩

国見岳火山岩及び類縁岩体

市ノ瀬流紋岩及び類縁岩体：
流紋岩溶岩・岩脈

市ノ瀬流紋岩及び類縁岩体：
流紋岩火砕岩

荒谷層及び相当層

国見層及び相当層：流紋岩溶
岩・火砕岩

国見層及び相当層

丹生花崗岩

面谷流紋岩など

足羽層群

手取層群

船津花崗岩類

飛騨花崗岩類

糸生層

西谷流紋岩

日　本　海日　本　海日　本　海

［ 三　国 ］［ 三　国 ］［ 三　国 ］

［ 福　井 ］［ 福　井 ］［ 福　井 ］

九頭竜川九頭竜川九頭竜川

福井平野福井平野福井平野

鯖江鯖江鯖江

武生武生武生

［ 梅　浦 ］［ 梅　浦 ］［ 梅　浦 ］

［ 大聖寺 ］［ 大聖寺 ］［ 大聖寺 ］

東尋坊東尋坊東尋坊

00 5km5km

越前海岸越前海岸越前海岸

足羽川足羽川足羽川

［ 永平寺 ］［ 永平寺 ］［ 永平寺 ］

［ 大　野 ］［ 大　野 ］［ 大　野 ］［ 鯖　江 ］［ 鯖　江 ］［ 鯖　江 ］

南条山地南条山地南条山地

加越台地加越台地加越台地

国見岳国見岳国見岳

日野川日野川日野川

丹生山地丹生山地丹生山地

越前岬越前岬越前岬

三里浜三里浜三里浜

第 2.1図　福井地域及び周辺地域の地質図
鹿野ほか（1999），脇田ほか（1992）などを基に編集．枠線は 5万分の 1地形図の境界．
括弧内は地形図名．
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近では礫岩が埋めるチャネルがその層準より下位まで下
刻しているため，これに該当するデイサイト軽石火山礫
凝灰岩～凝灰岩は確認できない．
　糸生層最上部を占めるこのデイサイト軽石火山礫凝灰
岩～凝灰岩の厚さはところによって著しく変化し，足羽
山など，厚いところでは溶結部が認められる．これはそ
の大半が陸上に定置したことを示唆する．一方，その直
上の砕屑岩からは，ところによって海棲貝化石が産出し，
陸上から海へと環境が移り変わったことがうかがえる．
デイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩の厚さの著しい変
化は，陸上ないし浅い水域に定置したのちに浸食された
結果とも考えられる．安野（1979b，1988）は塚野・三
浦（1954）が糸生層とした福井市大

おお

島
しま

町南西の凝灰質砂
岩からフジツボ Balanus やイタヤガイ科の一種，ウニ
類を，また，凝灰質泥岩からニシン科魚類の化石を報告
しているが，この砂岩や泥岩は，本報告で設定した境界
の上位に位置する．

　糸生層については，いくつかのジルコンのフィッショ
ン・トラック年代値（広岡ほか，1972；中島ほか，
1983）が報告されている．また，中島ほか（1990）が梅
浦の安山岩溶岩と布ヶ滝の溶結凝灰岩の全岩 K-Ar年代
として，およそ 17 Ma の値を報告している．しかし，
フィッション・トラック年代値については，ゼータ較正
をしていない上，19～ 15 Maと幅がある．全岩 K-Ar
年代については，やや変質した安山岩全岩試料での測定
であるため若返っている可能性を否定できない．そこで，
本報告で，あらたに安山岩溶結凝灰岩試料 GIF9701（南
隣「梅浦」地域，布ヶ滝）とデイサイト軽石火山礫凝灰
岩試料 FUK48（武周ヶ池西側の林道沿い）についてジ
ルコンのフィッション・トラック年代を測定したところ，
それぞれ 18.7± 1.4Ma  と 20.2± 1.3 Ma の値を得た
（付表 1）．これらの年代値と西谷流紋岩や国見層のジ
ルコンのフィッション・トラック年代値とを考え合わせ
ると，糸生層の年代は 20～ 18 Ma と考えられる． 

第 2.2図　福井地域の地質総括図
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　国見層は，砂岩やシルト岩，礫岩などからなる非海成
～浅海成層で，デイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩や
安山岩火砕岩を挟む．その分布は広く，丹生山地の北半
分を占めて越前海岸から北東へと続く．
　国見層中のデイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩は数
多く，東（1985）は，露出の良い越前海岸において，と
くに目立つ 11層準のデイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝
灰岩を下位から順に K1～ K11と名付けている．本報告
ではその下位にもう一枚連続して追跡できるデイサイト
軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩を見出し，これを K0とした．
K0～ K11は，浅い水域もしくは湿地に堆積した 1つあ
るいは複数の流動堆積単位からなる火砕流堆積物で，越
前海岸から丹生山地北東へと連続する．
　安山岩火山礫凝灰岩と凝灰岩，もしくは火山礫岩から
なる火砕岩は薄く，分布も局所的であるが，丹生山地北
東の福井市田

た

谷
だに

町では西方から東方に向かって厚くなる
ところがあり，その北東延長方向に給源があったことが
うかがえる．
　国見層からは，先に述べたフジツボ（安野，1979b）
やニシン科の魚（安野，1988）のほか，多様な化石が産
出する．古くから知られているのは台島型植物化石（藤
岡，1955；松尾，1972；植村・安野，2001）と汽水～浅
海棲貝化石（竹山，1933；絈野・三浦，1956；東，
1985；中川，1989，2002；中川・田原，1991；Nakagawa， 
1998）で，多数の生痕化石（Nakagawa，1998）やスッ
ポン（白竹・水野，1980），シカの下顎（竹山，1989），
長鼻類の大腿骨（冨田・安野，1993），偶蹄類と長鼻類
の足跡（安野，1997，1998；岡村ほか，2001）なども報
告されている．中川（1989，2002）はマングローブ沼に
特徴的な Geloina stachi を，また，山野井（1992）はマ
ングローブ植物 Sonneratia の花粉を発見している．
Nakagawa（1998）は，これらの化石と岩相の組み合わ
せを調べ，国見層の堆積環境が，河口付近の河川流路，
氾濫原，三角州，潟湖（もしくは内湾）から外浜へと繰
り返し変化しながら最終的に陸棚へと変化したことを指
摘している．この様子は，越前海岸で詳しく観察できる
（中川・梅田，2000）．
　国見層の層位学的区分については様々な見解がある
（塚野・三浦，1954；三浦ほか，1971；東，1985；中川・
田原，1991）．本報告では中川・田原（1991）にならい，
安山岩火砕岩 AT-1の基底より下位を国見層，AT-1の
基底から上位を荒谷層に二分した．中川・田原（1991）
が定義した国見層と荒谷層との境界は，三角州，潟湖も
しくは外浜から陸棚へと移り変わる堆積環境の遷移点付
近に設定されている（Nakagawa, 1998）点で合理性が
あり，本報告でも，この区分と地層名を踏襲する．ただ
し，本報告では，日本地質学会の地層命名指針に従って，
累層を層と記述した．また，中川・田原（1991）の区分
では糸生層と国見層との境界は定義されていないので，

本報告では国見層の基底を先に述べたように定義した．
　国見層は，Itoigawa（1991）の climatic optimum（16.5
～ 16 Ma）に出現したマングローブを伴う堆積盆地に堆
積した地層と考えられている（Nakagawa, 1998）．国見
層のデイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩 K0～ K11 
のうち，K4 と K9 について得られたジルコンのフィッ
ション・トラック年代値 15.8± 1.0 Ma と 17.5± 0.6 
Ma，並びに 16.5± 0.6 Ma（付表 1）と先に述べた糸
生層の年代値とを考え合わせると，国見層の年代は 18
～ 16 Ma，すなわち前期中新世後期～中期中新世前期と
判断できる．
　荒谷層は，凝灰質砂岩，シルト岩を主体とし，基底に
玄武岩質安山岩火山礫凝灰岩と同質の凝灰岩，火山礫岩，
及びそれらの再堆積物を伴う．また，中部に流紋岩軽石
火山礫凝灰岩～凝灰岩を挟む．玄武岩質安山岩火砕岩は，
それらの再堆積物とともに成層し，福井市天

あま

菅
す

生
ごう

付近に
中心を持つ海底火砕丘をなす．荒谷層からは，大型有孔
虫化石 Operculina complanata japonica と Miogypsina 
kotoi kotoi（松丸ほか，1979），Blow（1969）の N. 8 
帯上部を特徴づける浮遊性有孔虫化石（中川・田原，
1991）や，浅海上部から下部にいたる貝化石（中川・田
原，1991；Nakagawa, 1998）が産出する．荒谷層の年
代は，福井市燈

とう

豊
ぶ

町において荒谷層の玄武岩質安山岩火
砕岩を貫く安山岩シルの全岩 K-Ar 年代 15.7± 0.5 Ma
（中島ほか，1990）と同じか，これよりやや古いと考え
られる．
　市ノ瀬流紋岩は，福井市市

いち

ノ
の

瀬
せ

町とその周辺地域に分
布する流紋岩軽石火山礫～凝灰岩と，福井市和

め

布
ら

町から
鮎
あゆ

川
かわ

町にかけて分布する黒雲母角閃石流紋岩溶岩ドーム
とを合わせた岩体である．前者は，国見層市ノ瀬部層（塚
野・三浦，1954），市ノ瀬（累）層（三浦ほか，1971；
中川・田原，1991；Nakagawa，1998），または川西累
層（東，1985）に相当する火山岩で，下位の荒谷層や国
見層を不整合に覆い，国見火山岩相当岩体の貫入を受け
るとともに不調和に被覆される．後者は，新期火成岩類
（塚野・三浦，1954）あるいは新期火山岩類（中川・田
原，1991）として一括されてきた鷹

たか

巣
す

山
やま

安山岩（三浦ほ
か，1971）または鉾

ほこ

島
じま

火山岩類（Nakagawa, 1998）に
相当する岩体で，前者に貫入している．両者は，組成的
に類似し，かつ分布が近接しているのみならず，福井市
蓑
みの

町南側の海岸において共に北北西‒南南東方向に延び
た安山岩岩脈（おそらく国見岳火山岩と同時期の岩脈）
に貫かれていることから，相前後して定置したと考えら
れる．中島・水島（1984）は，市ノ瀬流紋岩の流紋岩軽
石火山礫凝灰岩のジルコンのフィッション・トラック年
代として 11.1± 1.5 Ma の値を報告している．しかし，
年代較正が行われていないため，市ノ瀬町付近で採取し
た市ノ瀬流紋岩の流紋岩軽石火山礫凝灰岩試料 FUK114
についてあらためてジルコンのフィッション・トラック
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年代を測定した結果 15.7± 1.4 Ma の値が得られた（付
表 1）．この値は，中島ほか（1990）が報告した福井市
和布町の黒雲母角閃石流紋岩（試料番号 FUK-9，原記
載では安山岩）と市ノ瀬町の角閃石（?）黒雲母流紋岩（試
料番号 FUK-3，原記載ではデイサイト）の全岩 K-Ar 
年代値 14.4± 0.3 Ma と 15.3± 0.3 Ma より若干古く，
流紋岩火砕岩に引き続き流紋岩溶岩が定置したとする上
記の考え方を支持する．
　市ノ瀬流紋岩と同様に，斑晶として石英，斜長石のほ
かに角閃石及びまたは黒雲母を含有する流紋岩は，福井
市市ノ瀬町や福井市羽

は

坂
ざか

町周辺，福井市街南側の八幡山
と同市大島町南側の丘陵などにおいて小規模な流紋岩溶
岩ドーム，あるいは北北西‒南南東方向の岩脈をなして
点在する．本報告ではこれらも市ノ瀬流紋岩に一括した．
いずれも糸生層もしくは国見層を貫き，かつ国見層や荒
谷層には存在しない岩石である．
　国見岳火山岩は，国見岳を中心とした 6 km× 4 km 
の範囲に広がるソレアイト質玄武岩～安山岩溶岩を主体
とする火山岩体で，国見層を不整合に覆う．山頂付近と
基底付近には同質のアグルチネートや火山礫凝灰岩・凝
灰岩が分布し，火山体の下部にデイサイトを伴う（氏家・
弘田，1993）．三浦ほか（1971）の国見岳安山岩に相当
するが，組成が玄武岩からデイサイトにまでまたがるこ
とを考慮して，本報告では国見岳火山岩に改称した．
　国見岳北側の朝倉山や周辺地域，はるか南方の福井市
居
い

倉
くら

町近くのガラガラ山，越前町上糸生（旧朝日町）近
くの金毘羅山などに点在する安山岩は，いずれも陸上に
噴出した溶岩とそれに連続する岩株状の岩体で，国見岳
火山岩と同様国見層，あるいは国見層と漸移関係にある
荒谷層や国見層下位の糸生層を貫き，かつ不整合に覆っ
ており，国見岳火山岩と同時期に噴出した可能性が高い．
国見岳北側の二枚田林道では，玄武岩質安山岩アグルチ
ネートが市ノ瀬流紋岩を覆って径数 10 m の範囲に分布
し，これを同質の岩脈が貫いている．また，市ノ瀬町北
側の道路沿いでは，マグマ水蒸気爆発起源の玄武岩質安
山岩火山礫凝灰岩と同質の凝灰岩，火山礫岩が，市ノ瀬
流紋岩を構成する火砕岩に囲まれて幅数 100 mの範囲
に分布する．本報告では，これらを一括して国見岳安山
岩の類縁岩体とした．二枚田林道の玄武岩質安山岩アグ
ルチネートは小さな火砕丘の一部であり，市ノ瀬町北側
の玄武岩質安山岩火砕岩は火道充てん堆積物であると考
えられる．これらは，国見岳を中心火道とする複合火山
（composite volcano）の側火山であった可能性が考え
られる．
　玄武岩～デイサイト貫入岩は玄武岩～安山岩（もしく
は安山岩にきわめて近いデイサイト）組成の岩脈，シル
または岩株として糸生層，国見層，荒谷層，もしくは市
ノ瀬流紋岩を貫き，各地に点在する．岩脈の中には北東‒
南西を向くものと，市ノ瀬流紋岩類縁の岩脈と同様，北

北西‒南南東を向くものとがある．北東‒南西方向の岩脈
の多くは糸生層から国見層までを貫き，一方，北北西‒
南南東方向の岩脈は市ノ瀬流紋岩まで貫いている．前者
は国見層堆積期までに貫入し，後者は市ノ瀬流紋岩以降，
国見岳火山岩の時期に貫入したと考えられる．塩基性の
シルや岩株については，様々な層準に貫入しており，貫
入時期を特定できるものは少ない．
　糸生層から荒谷層までの地層群は堆積盆地が沈降し，
水深が深くなる過程で堆積したと考えられる．市ノ瀬流
紋岩と国見岳火山岩は，堆積盆地が隆起し環境が極めて
浅い水域から陸上へと変わる過程で噴出している．これ
らの地層群は，北東‒南西方向に延びて緩やかに褶曲し
ており，ほぼ同方向の断層と北西‒南東もしくは北北西‒
南南東方向の断層に断たれている．市ノ瀬流紋岩と国見
岳火山岩の火山活動に伴う岩脈は北北西‒南南東に延び
ており，同方向に水平最大圧縮応力が加わり隆起，変形
する過程で貫入したと考えられる．福井及び周辺地域に
分布する第三紀火山岩の古地磁気方位を調べた中島ほか
（1990，1991）は，この地域が 20 Ma あるいはそれ以
前から時計回りに回転し始め，17 Ma 以降はこれが加
速して 15 Ma までに現在の位置に移動したとしている．
このような一連の地質過程は西南日本に共通しており，
日本海の開裂と，その後のフィリピン海プレートの沈み
込みに対応している（鹿野ほか，1991）． 

2.2　第四系

　本図幅地域及び周辺地域の第四系は，河成段丘堆積物，
海成段丘堆積物，古砂丘堆積物，海岸砂丘堆積物，砂州・
海浜堆積物，扇状地堆積物，河川流路堆積物，自然堤防
堆積物，氾濫原堆積物，谷底平野堆積物及び埋立地に区
分される．海成段丘堆積物は，丹生山地の北側から本図
幅地域南側の南越前町河

こう

野
の

付近まで越前海岸に沿って断
続的に分布している．河成段丘堆積物は主に丹生山地中・
南部の山間盆地に分布している．福井平野は，扇状地堆
積物，氾濫原堆積物，河川流路堆積物及び自然堤防堆積
物からなり，平野北西部には海岸砂丘堆積物及び砂州・
海浜堆積物が分布している．
　越前海岸に沿って分布する海成段丘堆積物は，分布面
高度の違いなどから高位海成段丘堆積物，中位Ⅰ，Ⅱ，
Ⅲ海成段丘堆積物及び低位海成段丘堆積物に分けること
ができる（第 2.3図：山本ほか，1996）．ただし，本図
幅地域内に高位海成段丘堆積物は見出されていない．
　吉川ほか（1973）は，本図幅地域南側において，海成
段丘を高位段丘群，中位段丘Ⅰ・Ⅱ，低位段丘（完新世
段丘）に区分し，中位段丘Ⅰを南関東の下

しも

末
すえ

吉
よし

面（S1面）
に対比した．太田（1973）は，丹生山地北西部で完新世
段丘面と顕著な段丘崖を隔てて分布する上位の段丘面を
S1面とし， S1面と完新世段丘との間に部分的に認めら
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れる S1面より低位の段丘面を S2面とした．三浦（1988，
1991）は，越前海岸の海成段丘堆積物を中･低位段丘堆
積物と高位段丘堆積物に区分し，中位段丘の形成時期を
最終間氷期とした．これに対し，山本ほか（1996）は，
海成段丘堆積物及びこれを覆う土壌中の広域テフラの産
状などから，これまで高位段丘とされていたものの一部
を中位段丘とするとともに，中位段丘をM1，M2，M3
の 3段に区分し，テフラの対比などに基づいてM2段丘
を南関東の小原台面に対比している．
　本図幅地域内に分布する中位Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ海成段丘堆積
物は，いずれも主に未固結の砂層，礫層からなる． その
うち，中位Ⅱ海成段丘堆積物（M2段丘堆積層）は，水
切町において三

さん

瓶
べ

木
き

次
すき

テフラ（SK）を挟み，これを覆
う古土壌は阿

あ

蘇
そ

4テフラ（Aso-4）と鬼
き

界
かい

葛
とづら

原
はら

テフラ
（K-Tz）を含む．また，古土壌を覆う古砂丘堆積物は
大
だい

山
せん

倉
くら

吉
よし

テフラ（DKP）を含む火山灰質土壌に覆われ
ている（第 2.3図：山本ほか，1996）． 

　河成段丘堆積物は，丹生山地域中部から南隣 5万分の
1地質図幅「梅浦及び鯖江」地域の南

なん

条
じょう

山地北部にか
けての山間盆地を中心に分布し，高位河成段丘堆積物，
中位河成段丘堆積物，低位河成段丘堆積物に区分される．
本図幅地域内では，高位及び中位河成段丘堆積物は図幅
南部の山間盆地に，低位河成段丘堆積物は現河川系に
沿って小規模に点々と分布している． 
　段丘の形成年代について，三浦（1991）は他の北陸地
域との比較から，高位河成段丘の形成時期を 50～ 12万
年前，中位河成段丘を 7～ 12万年前，低位河成段丘を
3～ 2万年前と推定している．これに対し，中川ほか
（1995）は，三浦（1988）により産出が報告されていた
織
お

田
た

火山灰層，小
お

曽
ぞ

原
はら

火山灰層を姶
あい

良
ら

Tnテフラ（AT），
DKPと同定し，DKPが中位河成段丘堆積物直上を覆う
こと，そして低位河成段丘堆積物中に挟まれることから，
中位河成段丘と低位河成段丘の形成年代を，それぞれ 5
万年前以前，2.5～ 5万年前としている．さらに岡島ほ

第 2.3図　海成段丘の分布，旧汀線高度及び火山灰の産状（山本ほか，1996に加筆・修正）
この分布図では中位Ⅱ海成段丘を覆う古砂丘堆積物は省略してある．
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か（1998）は高位段丘堆積物中から加
か

久
く

藤
とう

テフラ（Kkt）
を見出し，高位河成段丘堆積物の年代が 30数万年前ま
で遡ることを示した．また，栗山ほか（2006）は，本図
幅地域南側の越前町織

お

田
た

（旧織田町）周辺において，高
位段丘堆積物を高位の U1と低位の U2に区分し，より
風化変質が少なく固結状態の弱い低位の U2の年代を，
段丘高度及び隆起速度から 10～ 12万年前と推測して 
いる．
　段丘を形成した河川系について，三浦ほか（1971）は
高位段丘堆積物中にチャート礫が含まれていることから，
高位段丘堆積物の構成物が丹生山地南方の南条山地に源
を発する河川系によって供給されたとしている．また，
梅田（1994）は，高位及び中位河成段丘堆積物中に多数
含まれるチャート礫を，比較的小さく，層状チャートの
単層の形態を残したグループと，礫径が 20 cm以上あり，
良く円磨された白色のグループとに二分し，前者は含ま
れている放散虫化石などから，古天王川によって南条山

地から供給されたと考えた．小村（1982）は，段丘堆積
物の分布と構成礫種から中位河成段丘形成期の河川系を
復元し，岡島・山本（1995）は，段丘堆積物の分布と構
成礫種，堆積構造を基に，丹生山地を流れる河川は，高
位段丘形成時には北流していたが，その後，丹生山地が
東へ傾動するにつれて，河川争奪を伴いながら次第に現
在の東へ流下する河川系に移り変わっていったことを明
らかにしている． 
　丹生山地の東側と北側に広がる福井平野は，九頭竜川，
足羽川等の河川の埋積作用によって形成された沖積低地
であり，氾濫原堆積物，河川流路堆積物，自然堤防堆積
物，扇状地堆積物が分布している．また，福井平野が日
本海に接する平野北西部には三里浜砂丘をなす海岸砂丘
堆積物があり，これに漸移して砂州・海浜堆積物が分布
している．
　九頭竜川と足羽川は平野東部に扇状地を形成している
（第 2.4図，第 2.5図：北陸農政局，1982；吉川，

第 2.4図　福井平野の地形区分（吉川，1996に加筆）
枠は福井図幅地域の範囲を示す．
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1996；国土地理院，2004など）．九頭竜川扇状地は，半
径約 8.5 km，標高約 40 mの鳴鹿橋付近が扇頂となっ
ている．扇央付近の傾斜は 2.4～ 2.9 ‰と緩やかであり，
先端部は標高 8～ 10 m付近まで達しているが，その形
状は不明瞭である（第 2.5図，第 2.6図，第 2.7図）．

九頭竜川扇状地は足羽川扇状地とともに主に東隣 5万分
の 1地質図幅「永平寺」地域に分布しており，本図幅地
域内には九頭竜川扇状地の扇端部の一部が分布するのみ
である．扇状地堆積物は主によく円磨された礫層及び砂
層から構成されている．

第 2.5図　西方からみた福井平野中部の氾濫原と九頭竜川扇状地
鳴
なる

鹿
か

付近を扇頂として九頭竜川扇状地が形成されているが，その形状は明瞭ではない．

第 2.6図　福井平野の等高線，福井地震断層，福井東側地震断層及び福井平野を流れる主な河川
　　　　　等高線は都市基本図より読み取ったものである．また，河川は大規模な河川改修がなされる

以前の明治 42年測量の地形図を基にしている．枠は福井図幅地域の範囲を示す．
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　扇状地の前面，福井平野の中心部は氾濫原となってい
る．氾濫原には自然堤防や旧河道が発達し（第 2.4図，
第 2.5図，第 2.8図），平坦で西ないし北西に極緩く傾
いている．自然堤防は坂井市（旧春江町）の旧河道に沿っ
て多く分布し，その形状も明瞭である．自然堤防のほと
んどは 0.5～ 1 mの比高があり，その上は集落となっ
ていることが多いが，畑地としても利用されている．自

然堤防堆積物は主に細粒砂～シルトから構成されている．
　九頭竜川河口付近は，三角州に地形区分（第 2.4図）
されているが，河川の分流が見られず，三角州としての
特徴は少ない．標高は 3～ 4 m以下であり，等高線は
入り組んでいる．
　三里浜砂丘は，九頭竜川河口から南西に長さ約 11 km，
幅約 1.5 kmの規模で広がる砂丘列で，中粒～粗粒砂か

第 2.7図　九頭竜川扇状地扇端付近の空中写真（1948年米軍撮影）
旧河道が黒い筋状となって見える．

第 2.8図　福井平野北部，坂井市坂井町上兵庫周辺の空中写真（1948年米軍撮影）
旧河道に沿う不定形の水田の帯が明瞭である．
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らなるが，現在では臨界工業地帯建設及び耕地整備に伴
い著しく改変されている（第 2.9図）．出土する土器や
炭質物の 14C年代から，三里浜砂丘の形成時期は縄文後
期～弥生時代あるいはそれ以前に遡ると考えられている
（三浦，1988）． 
　福井平野を埋積している未固結堆積物は，平野北西部
を中心に広く追跡できる第一礫層上面を境に完新統と更
新統に区分される．完新統の基底面は全体としては西な

いし西北西に傾斜し，平野北西部で標高－50 mに達す
る（第 4.4図）．
　福井平野北西部の完新統は下部砂泥層，中部泥層（海
成層），上部砂層（汽水成層），最上部泥層（陸水成層）
に細分される（第 4.3図：三浦，1988，1991）．中部泥
層は縄文海進期に福井平野部の広い範囲に浅い湾（古

こ

九
く

頭
ず

竜
りゅう

湾
わん

）が広がった時期の堆積物である．

第 2.9図　南西側からみた三里浜砂丘
福井港周辺の臨海工業地帯建設に伴い，砂丘の形状の大半が失われている．
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第 3章　新 第 三 系

（鹿野和彦・中川登美雄）

3.1　糸
いと

生
お

層（Ibl，Ibp，Is，Ic，Id，Idw）

 地層名　塚野・三浦（1954）命名．塚野・三浦（1954）
は，糸生層を甲

かぶ

楽
ら

城
ぎ

火山岩層と，その上位の天
て

下
か

凝灰岩
層とに区分した．その後，三浦・東（1974）は，下位か
ら順に，笹

ささ

川
かわ

火山岩層，三
み

尾
お

野
の

火山岩層，横
よこ

山
やま

火山岩層，
布
ぬの

ヶ
が

滝
たき

火山岩層，大
おお

矢
や

火山岩層，梅
うめ

浦
うら

火山岩層に細分し
ている．しかし，これらの層序区分は定義が曖昧で，層
序関係も混乱しているため，本報告では，新たに相互に
識別できる岩相もしくは岩相の組み合わせをそれぞれ 
1つの単元としてまとめて地質図に示し，それぞれの層
位・特徴を記述する．
　塚野・三浦（1954）は，糸生層と上位の国見層との境
界を越前町梅浦北側の越前海岸左右付近に厚く分布する
礫岩の基底に置き，両者を不整合関係にあるとした．こ
の考え方は，三浦・東（1974），三浦（1979），Nakagawa
（1998）に引き継がれてきた．しかし，左右から北東に
向かうにつれて礫岩は薄くなり，かつ砂岩を間に挟むよ
うになって，ついには消滅して糸生層と国見層との境界
は曖昧になる．本報告では，両層の境界付近にあるデイ
サイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩が調査地域内で連続し
て追跡できることから，その上限を両層の境界とした．
ただし，左右付近では礫岩が埋めるチャネルがその層準
より下位まで下刻しているため，これに該当するデイサ
イト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩は確認できない．
 模式地　塚野・三浦（1954）では模式地を明示してい
ないが，地層名から推して越前町上糸生・下糸生（旧朝
日町）及び周辺地域といえる．本報告では，越前町横山
（旧朝日町）から糸生を経て福井市大味町（旧越廼村）
に至る道路に沿った河川とそれらの支流域を模式地とし
ておく．
 分布及び層厚　糸生層は主に越前町梅浦から福井市武
周町を経て福井市本堂町を結ぶ線の南東側にあって，丹
生山地の大半を占めるとともに，福井市市街地から旧武
生市市街地へと続く平野を挟んで，その東側の山地へと
広がる．岩相が側方に変化し，また，断層によって分断
されているため，糸生層全体の層厚を求めることは難し
いが，最大で 1,000 m 前後と考えられる．
 層序関係　南隣 5万分の 1地質図幅「梅浦及び鯖江」
地域の越前町小樟や，さらに南方の越前町茂原から南越
前町甲楽城（旧河野村）へと延びる直線的な海岸東側の
山地（南条山地），越前市不老（旧武生市）において本
層の基底礫岩が西谷層を不整合に覆う．また，越前町小

樟の東側から織田（旧織田町），横山（旧朝日町）にか
けて後期白亜紀の面谷流紋岩や，これを貫く丹生花崗岩
を不整合に覆う．
 岩相　玄武岩～安山岩溶岩，玄武岩～安山岩火砕岩，
デイサイト火砕岩などの火山岩と，砂岩，シルト岩，泥岩，
礫岩などの堆積岩からなる（第 3.1図）．火山岩は陸上な
いし浅い水域に定置した特徴を示し，堆積岩は淡水湖や
河川流路・自然堤防，氾濫原などに堆積した特徴を示す．
　越前海岸付近における糸生層の最下部は，玄武岩～安
山岩スコリア火山礫凝灰岩を主体とする火砕岩（Ibp）
からなる．露出が悪いため，流動堆積単位の境界はほと
んど観察できないが，このスコリア火山礫凝灰岩は類質
の岩片を含み，淘汰不良無層理でスコリア流堆積物と考
えられる（第 3.2図）．個々の流動堆積単位の厚さは，
露頭の広がりと周辺の地質構造から推して 2～ 6 m も
しくはこれを超える．ところによって溶結しており，南
隣「梅浦及び鯖江」地域の布ヶ滝から越知山，本地域南
西部の別畑町にかけては，溶結・流動してアグルチネー
トから溶岩に移化しているところがある（第 3.2図）．
この“二次”溶岩（Ibl）は，布ヶ滝付近でもっとも厚く，
その南西，梅浦付近で尖滅する．
　玄武岩～安山岩スコリア火山礫凝灰岩を主体とする岩
相は，西別所町付近で玄武岩～安山岩溶岩を主体とする
岩相（Ibl）に覆われ，西別所町と下糸生（南隣「梅浦
及び鯖江」地域）を結ぶ線の東側では，玄武岩～安山岩
溶岩が急激に卓越するようになる．両者は，共に厚さ数
100 m を超え，凝灰質砂岩シルト岩卓越相（Is）に覆わ
れてほぼ同じ層準を占めることから，同時異相と考えら
れる．玄武岩～安山岩溶岩の多くはクリンカーを伴うア
ア溶岩または流動角礫岩をともなうブロック溶岩である．
露出が悪いため，個々の溶岩の厚さは把握できないが，
断続する露頭での産状から推して数 m ～ 30 m と考え
られる．溶岩の間には，安山岩火山礫凝灰岩・凝灰岩，
溶岩の破片が再移動して堆積したと思われる玄武岩～安
山岩起源の細礫岩・砂岩などが認められる．
　凝灰質砂岩シルト岩卓越相（Is）は，玄武岩～安山岩
スコリア火山礫凝灰岩を主体とする岩相と玄武岩～安山
岩溶岩を主体とする岩相を覆って広い範囲に分布する
（第 3.1図）．主たる岩相は凝灰質砂岩シルト岩で，重
力流堆積物の特徴を示すことが多いが，様々な程度に火
山ガラス片や斜長石片，火山岩片を含んでおり，火山噴
出物が堆積している地域に隣接した広い水域の存在を示
唆する．
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越前岬 高尾山～別畑町 一光町～更毛町 田尻栃谷 足羽山 大島町～杉谷町

　

0

0 10 km

ENEWSW

礫岩卓越相
砂岩卓越相（植物化石，巣穴）

凝灰質泥岩（フジツボ，ニシン）

デイサイト火砕流

溶結

玄武岩～安山岩
　　火砕岩卓越相

玄武岩～安山岩溶岩卓越相［成層火山］

凝灰質細粒砂岩
　　シルト岩卓越相
（植物化石，昆虫，コイ）

［淡水湖］

［火山麓扇状地］

［河川～汽水域（潟もしくは内湾）］

［浅海］

1000 m

国見層

玄武岩～安山岩スコリア流，ベースサージ等［火砕丘］

糸生層

西谷流紋岩

玄武岩～安山岩溶岩
（アグルチネート）

流紋岩火砕流

強溶結

礫岩，砂岩など

デイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩

デイサイト溶結火山礫凝灰岩～凝灰岩

砂岩，礫岩など

凝灰質細粒砂岩シルト岩など

流紋岩溶結火山礫凝灰岩～凝灰岩

玄武岩～安山岩火砕岩など

玄武岩～安山岩溶岩（アグルチネート）

第 3.1図　糸生層模式層序断面図
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　凝灰質砂岩シルト岩卓越相の下部では，正級化（細礫
岩～）砂岩と平行～低角斜交層理が明瞭な砂岩～シルト
岩とからなる厚さ数 10 cm～ 10 m の層が繰り返し重な
り，それらの間に，極細粒～細粒砂岩やシルト岩の薄層，
スコリア火山礫に富む凝灰質細礫岩を挟む（第 3.3図左
側の柱状図）．凝灰質砂岩シルト岩卓越相が厚いところ
では，多くの場所で基底またはその基底付近にデイサイ
ト軽石火山礫凝灰岩もしくは数 mm～数 cm 単位で級
化成層した凝灰岩（Id）を挟む．露出が悪いため産状，
厚さとも不明であるが，広い範囲に分布することから，
地質図では一括して示している．
　凝灰質砂岩シルト岩卓越相の中部では，全体に平行～

低角斜交層理が明瞭な極細粒～中粒砂岩が卓越する（第
3.3図右側の柱状図）．間に級化成層した酸性凝灰岩を
挟むことがある．この酸性凝灰岩は，細粒火山灰粒子に
とぼしいことから，直接噴火に由来するものではなく，
再堆積物と考えられる．
　福井市水谷町北東山麓斜面から北西山麓斜面へ回り，
福井市謡谷町で南西へ折れて高尾山から武周ヶ池の西側
を通って更に南西へと続く地域では，凝灰質砂岩シルト
岩卓越相中部と上部との間に玄武岩～安山岩火砕岩卓越
相（Ibp）が挟まれている（第 3.4図）．その主体は，細
粒火山礫～火山灰粒子サイズの様々な程度に発泡したス
コリアと緻密な同質岩片，火山灰粒子サイズの多面体型

第 3.2図　糸生層下部の玄武岩質安山岩火山礫凝灰岩（上の写真：採石切断面，別畑町採石場） 
と板状節理の発達した同質“二次溶岩”（下の写真：布ヶ滝西方林道沿いの露頭）
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酸性凝灰岩
（再堆積）

平行～波状層理
が明瞭な砂岩

スコリア火山礫
に富む細礫岩

砂岩（～細礫岩）

細礫岩
シルト岩・細粒砂岩互層

越知川上流，上糸生西側の支流
　　（南隣「鯖江」地域）

 750 m 北側の道路脇武周ヶ池北端から

0

10

20

30 m

0

10

20 m

粘土
極細粒砂
中粒砂
極粗粒砂

武周ヶ池西側尾根沿いの林道

40 m 欠如

0

10

20 m

0

10

20

30

40

50

60 m

デイサイト溶結火山礫凝灰岩

粗粒凝灰岩（凝灰岩薄層を挟む）

火山礫凝灰岩（岩片とスコリアに富む）

凝灰岩

小～中礫岩

スコリア火山礫凝灰岩

火山礫岩（岩片に富む）

再堆積（？）

第 3.3図　糸生層の凝灰質砂岩シルト岩卓越相下部・中部の岩相柱状図
 左側が下部，右側が中部．

第 3.4図　糸生層上部の岩相柱状図
 最上部のデイサイト火砕岩は一部溶結している．
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もしくは発泡型ガラス片からなる火山礫凝灰岩～凝灰岩
で，数 10 cm～数 m単位で級化成層していることが多い．
　凝灰質砂岩シルト岩卓越相中部と上部との間の玄武岩
～安山岩火砕岩卓越相は南東ほど厚く，南東隣「梅浦」
地域では，凝灰質砂岩シルト岩卓越相が急激に薄くなっ
て玄武岩～安山岩火砕岩が糸生層の大半を占めるように
なる．そこでは，南東側から供給された玄武岩～安山岩
火山礫岩や火山礫凝灰岩，凝灰岩が厚さ数 m 以下の火
砕サージと厚さ数 10 cm 以下の降下火砕堆積物をなし，
繰り返し積層している．その構成粒子のほとんどが破断
面で囲まれた多面体をなし，マグマ水蒸気爆発起源であ
ることがうかがえる．
　凝灰質砂岩シルト岩卓越相（Is）の上部は，露出が悪
いため，全体の岩相が把握できるところは極めて少ない
が，中部や下部に比べて砂岩礫岩が優勢に見える．
　武周ヶ池西側の林道沿いでは，凝灰質砂岩（もしくは
細粒火山灰にとぼしく，再堆積したと考えられる凝灰岩）
の間に礫岩（Ic）のほか，玄武岩～安山岩火山礫凝灰岩
を挟む（第 3.4図）．
 福井市街の南側や，凝灰質砂岩シルト岩卓越相が薄い
福井市水谷の北東から羽坂町の北西へと続く尾根の南東
斜面では玄武岩～安山岩火砕岩をほとんど欠いて，玄武
岩～安山岩火砕粒子起源の級化成層した砂岩礫岩（Ic）
が卓越する（第 3.5図，第 3.6図）．とくに，五

ご

太
たい

子
し

町
から下

しも

一
い

光
かり

町にかけては礫岩が厚い． 
　糸生層最上部を占めるデイサイト軽石火山礫凝灰岩～
凝灰岩（Id）は，ところによって厚さが著しく変化し，
武周ヶ池西側の林道沿いや足羽山では溶結部（Idw）が

認められる（第 3.4図，第 3.6図）．
　武周ヶ池西側の林道沿いのデイサイト軽石火山礫凝灰
岩は，厚さ 10 m を超える．全体に無層理で，最上部は
級化成層し，基底に火山礫岩を伴う．また，局所的に溶
結して真珠岩様の緻密なガラス質岩となっている（第
3.4図，第 3.7図）．溶結部は，厚さ 0.1～ 0.2 mm，
長さ 0.1～ 0.6 mm 程度のガラス片がなす基質の中に，
長径 0.1～ 1.5 mm の斜長石と長径 0.1～ 0.5 mm の
単斜輝石斑晶が散在し，同程度の大きさの斜方輝石，長
さ 4～ 6 mm 以下の引き延ばされた軽石や単斜輝石玄
武岩などを少量含む（第 3.7図）．基質には真珠岩状割
れ目が発達している．
　足羽山のデイサイト溶結火山礫凝灰岩は，真珠岩状割
れ目が発達したガラス質基質の中に，長径 15 cm ～ 
2 mm（多くは 3～ 2 cm 以下），厚さ 6 cm ～ 2 mm（多
くは 1～ 0.5 cm 以下）の黒色レンズが多数あってユー
タキシティック組織をなしている（第 3.8図）．黒色レ
ンズは石英，長石などに置換されている．斑晶は 10～
20 % 程度．その多くは長径 4 mm 以下の斜長石で，大
半は変質して緑色粘土鉱物と石英などがその中に生じて
いる．径 2 mm 以下の鉄鉱と，緑色粘土鉱物などに置
換された繊維状の細長い結晶（角閃石？）がまれに認め
られる．溶結部の存在は，糸生層最上部のデイサイト軽
石火山礫凝灰岩～凝灰岩の大半が陸上に定置したことを
示唆する．一方，その直上の砕屑岩からは，ところによっ
て海棲貝化石が産出し，陸上から海へと環境が移り変
わったことがうかがえる．デイサイト軽石火山礫凝灰岩
～凝灰岩の厚さの著しい変化は，陸上ないし浅い水域に

第 3.5図　糸生層最上部デイサイト火砕岩直下の砂岩礫岩
下一光町南方，金毘羅山に至る林道沿い．玄武岩～安山岩火砕粒子起源の砕屑粒子からなり級化成層してい
る．白丸の中のハンマーの長さ 30 cm．
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高尾山の北西
  500 m 林道

金比羅山の南西
    1.5 km林道

一光隧道南口
  250 m 道路

七ツ尾口廃坑
（吉澤，1976）

足  羽   山

0

10 m

0

10 m

0

10 m

0

100 

200 m

凝灰岩

砂岩

軽石火山礫凝灰岩

溶結火山礫凝灰岩

軽石濃集

岩片濃集

凝灰質泥岩・砂岩・礫岩
（安山岩火砕岩起源）

第 3.6図　糸生層最上部デイサイト火砕岩の柱状図

第 3.7図　糸生層最上部デイサイト溶結火山礫凝灰岩の偏光顕微鏡写真
福井市（旧越廼村）蒲生南方尾根の道路．Cpx＝単斜輝石，Pl＝斜長石，P＝軽石．
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定置したのちに浸食された結果とも考えられる．
 化石　堆積岩からは保存の悪い植物の葉，昆虫やコイ
科魚類などの化石がまれに産出する（安野，1976，1978，
1979a,b）．東・古市（1976）は，安野（1978, 1979a）が
昆虫化石を発見した福井市大森（旧清水町出村）の露頭
から数多くの植物化石を報告している（第 3.1表）．
 放射年代　広岡ほか（1972）と中島ほか（1983）は，
南隣「梅浦及び鯖江」地域内にあって越前町梅浦から鯖
江市西方にかけて分布する糸生層中のデイサイト火山礫
凝灰岩～凝灰岩のジルコンのフィッション・トラック年

代測定を行い，19.4± 1.0，18.6± 1.7，16.0± 1.8，
15.4± 2.0 Ma の値を報告している．これらの測定値は，
ゼータ較正をしていないので確からしさの判断はできな
いが，中島ほか（1990）が梅浦の安山岩溶岩について得
た全岩 K-Ar年代値 17.1± 0.4 Ma や，本報告で測定
した安山岩溶結凝灰岩試料 GIF9701（越前町梅浦北東方，
布ヶ滝）とデイサイト軽石火山礫凝灰岩のジルコンの
フィッション・トラック年代値 18.7± 1.4，20.2± 1.3 
Ma（付表 1）に近い．これらの年代値と西谷流紋岩や
国見層のジルコンのフィッション・トラック年代値とを

Ulmacea
 Ulmus longifolia Unger
 Ulmus sp.
 Zelkova ungeri (Ettingsausen) Kovats
 Celcis sp.
Fagaceae
 Quercus sp. 
Juglandaceae
 Juglans japonica Tanai
 Pterocarya ezoana Tanai
 Pterocarya cf. asynmetrosa Konno
 Platycarya miocenica Hu and Chaney
Betulaceae
 Betula uzenensis Tanai
 Betula mioluminifera Hu and Chaney
　 Betula grossa Sieb and Zucc

鑑定：松尾秀邦

Betulaceae 
 Betula sp. 
 Alunus cf. firma Sieb and Zucc
 Carpinus subcordata Nathorst
 Carpinus sp. 
 Ostrya shiragiana Huzioka
Magnoliaceae 
 Magnolia miocenica Hu and Chaney
Aceraceae 
 Acer trilabatum productum Heer
Salicaceae 
 Poplunus ? sp. 
Rosaceae 
 Prunus ? sp. 
Moracea 
　 Ficus ? sp.

第 3.8図　糸生層最上部デイサイト溶結火山礫凝灰岩の露頭写真
中央の黒色レンズの周囲には，多数の小さなレンズがこれと並行に配列している．
足羽山尾根沿いの道路脇の露頭．

第 3.1表　福井市大森（旧清水町出村）の糸生層から産出した植物化石（東・古市，1976）



― 20 ―

考え合わせると，糸生層の年代は 20～ 18 Maと考えら
れる．

3.2　国
くに

見
み

層（Ks，Kc，Kdp，Kap）

 地層名　塚野・三浦（1954）命名．塚野・三浦（1954）
は，岩相の違いによって，国見層を下位から順に，深

ふか

谷
たに

部層と大
おお

丹
に

生
う

部層，燈
とう

豊
ぶ

部層，市
いち

ノ
の

瀬
せ

部層に細分してい
る．三浦ほか（1971）は，これらの部層を層の単位に格
上げした．その後，東（1985）は，燈豊部層と市ノ瀬部
層との間に傾斜不整合を認め，深谷部層と大丹生部層，
燈豊部層とを合わせて国見累層とし，市ノ瀬部層を川

かわ

西
にし

累層として，それぞれを再定義した．しかし，中川・田
原（1991）は，東（1985）が定義した国見層の中に広域
的に追跡できる安山岩火砕岩を見つけ，これを AT-1と
名付けるとともに，AT-1の基底より下位を国見累層，
AT-1の基底から上位を荒谷累層に二分し，また，命名
先取権を考慮して川西累層の名称を市ノ瀬累層に戻して
いる．中川・田原（1991）が定義した国見累層と荒谷累
層との境界は，三角州，潟湖もしくは外浜から陸棚へと
移り変わる堆積環境の遷移点付近に設定されている
（Nakagawa, 1998）点で合理性があり，本報告でも，
この区分と地層名を踏襲する．ただし，本報告では，日
本地質学会の地層命名指針に従って，累層を層と記述し
た．また，中川・田原（1991）の区分では糸生層と国見
層との境界は定義されていないので，本報告では国見層
の基底を先に述べたように定義した．
 層序関係　下位の糸生層との関係は直接観察できない
ことが多いが，構造的な著しい不整合はなく，時間間隙
も小さい．越前町左右付近では礫岩が埋めるチャネルが
その層準より下位まで下刻しているものの，左右から北
東に向かうにつれて礫岩は薄くなるとともに砂岩を間に
挟むようになり，ついには消滅して糸生層と国見層との
境界は曖昧になる（第 3.1図）．このことは，国見層が
糸生層を削剥しつつ，その一方で糸生層にオンラップし
ていることを示唆する．
 分布及び層厚　丹生山地の北半分を占めて越前海岸か
ら北東へと続く．層厚は安定していて，600～ 700 m で
ある（第 3.9図）．
 岩相　国見層は，砂岩やシルト岩，礫岩などの堆積岩
（Ks，Kc）からなり，デイサイト軽石火山礫凝灰岩～
凝灰岩（Kdp）や安山岩火砕岩（Kap）を挟む（第 3.9図）．
　国見層中には数多くのデイサイト軽石火山礫凝灰岩～
凝灰岩（Kdp）が挟在する．東（1985）は，露出の良い
越前海岸において，とくに目立つ 11層準のデイサイト
軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩を下位から順に K1～ K11と
名付けている．そのほか，比較的良く側方に連続するデ
イサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩が K1の下位にあり，
本報告ではこれを K0と名付けて記載する（第 3.9図）．

　K0～ K11は，浅い水域もしくは湿地に堆積した 1つ
あるいは複数の流動堆積単位からなる火砕流堆積物であ
る（第 3.10図，第 3.2表）．全体に無層理で淘汰が悪い
が，上部では細粒となり，級化成層する．基底は明瞭で，
局所的に荷重痕が認められる．また，偽礫や炭化木のほ
か，火山灰付着火山礫（Aromored lapilli）や火山灰凝
集火山礫（Accretionary lapilli: 火山豆石）が認められ
ることがある（第 3.11図）．いずれも軽石と火山ガラス
片を主体とし，結晶片として斜長石，石英のほか，極め
てまれに角閃石または黒雲母を含む．
　K0～ K11のうち，地質図には層が薄い K3と K5，
K6，K8を除く K0，K1，K2，K4，K7，K9，K10，K11
デイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩を示した．これら
は，それぞれ，越前海岸から丹生山地北東へと連続する
（第 3.9図）が，それぞれ明確な特徴があるわけでなく，
また，丹生山地での露出も悪いため，丹生山地内に分布
するデイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩と越前海岸の
K0～ K11との対応は必ずしも明確ではない．地質図で
K0～ K11を個別に指定していないのは，対比の曖昧さ
に起因する混乱を避けるためである．なお，国見岳北側
の林道沿いの露頭などで，K4の直下に厚さ数 10 cm の
チャートが二枚挟まれている（東，1979）．これらのチャー
トは，火山ガラスの溶解によって放出されたシリカが堆
積直後に沈殿して生じた（Hattori et al, 1996）といわれ
ており，K4を追跡する鍵になる可能性がある．
　安山岩火山礫凝灰岩と凝灰岩，もしくは火山礫岩から
なる火砕岩（Kap）は薄く，分布も局所的であるが，丹
生山地北東の福井市田谷町では西方から東方に向かって
厚くなるところがあり，その北東延長方向に給源があっ
たことがうかがえる．構成火砕粒子は発泡の悪い多面体
型で，マグマ水蒸気爆発によって生じた可能性が高い．
　砂岩やシルト岩，礫岩などの堆積岩（Ks，Kc）は，
産出する化石（後述）から河口とその周辺の海岸平野，
潟湖から浅海にかけての環境に堆積したことは確かで，
多様な粒度構成や堆積構造の組み合わせから，以下の堆
積相に区分できる．
 外浜堆積物　平行～波状層理またはトラフ型斜交層理
の発達した細粒～中粒砂岩．波状層理のなかにはス
ウェール状斜交層理またはウエーブリップル斜交層理と
判断できるものがある．トラフ型斜交層理砂岩では上方
細粒化するとともにトラフの規模が小さくなることがあ
る．これら砂岩は間に無層理の細粒～中粒砂岩を繰り返
し挟む．無層理の細粒～中粒砂岩は生物擾乱を受けてお
り，その中に Ophiomorphaが多数認められる．砂岩単
層の厚さはいずれも 0.1～ 0.6 m．鮎川町に面した海岸
のデイサイト火砕岩 K11直下で典型的な例を観察でき
る（第 3.12図，第 3.13図）．
 潮流口堆積物　ヘリンボーン斜交層理が発達した中粒
～粗粒砂岩．小丹生町に面した海岸に露出するデイサイ



―
 21
―

植物化石

巣穴など生痕

Crassostrea

Acid-Potamid群集

市ノ瀬流紋岩

　越前海岸
鮎川-大味間　

鮎川-五太子間林道

三本木川中流 三本木川上流

河内町

深谷町柿谷南方

河川（扇状地）

堆積環境（越前海岸）

河川～汽水域

（潟または内湾）
　河川～汽水域

外浜

糸　生　層

国　見　層

荒　谷　層

K4

K7

K0

K1

K2

K11

K10
K9

K8
K7

K6
K5

K4

K3
K2
K1

K0

0

100 m

5 km

礫岩
砂岩
砂質岩・泥質岩
泥質岩
デイサイト火砕岩
安山岩火砕岩

第 3.9図　国見層模式層序断面図
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0

2 m
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0
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K2-2

K2-1
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0

K1

0

4

8 m

K0

K7-2

K7-1

10

0

20 m

火山礫

細粒火山灰

粗粒火山灰

岩塊／火山弾

4 m

0

K8

0

10 m K9

0

K11

0

4 m

K10

泥岩シルト岩など

火山礫凝灰岩～凝灰岩

砂岩

礫岩

軽石

炭化木
偽礫

火山灰凝集火山礫

火山灰付着火山礫

生痕

炭層

岩片濃集部

第 3.10図　越前海岸付近における国見層デイサイト火砕岩 K0～ K11の柱状図
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≥ 4 m
無層理軽石火山礫含有凝灰岩．火山灰付着火山礫や炭化木片
が散在．基底から 1 m は軽石火山礫に乏しく，砂岩などの偽
礫を取り込む．

外浜 不明

≥ 5 m 無層理軽石火山礫含有凝灰岩．最上部 1.4 m は軽石火山礫に
乏しく，細粒．

不明 外浜？

≥ 16 m 無層理軽石火山礫凝灰岩主体．上部（≥ 2 m）は成層した凝灰
岩．基底に荷重痕．

河口砂州，潟または
内湾

不明

(2) 1-1.2 m
軽石火山礫含有凝灰岩．直下の凝灰岩を削剥し，基底に
チャートなどの岩片が濃集．上部で局所的に軽石濃集．

火砕流 湿地，干潟

(1) 1.4 m
無層理軽石火山礫含有凝灰岩．異質岩片に富み，最上部に軽
石細粒火山礫が濃集．炭化木片を含む．

氾濫原，河口砂州 火砕流

(2) ≥ 11 m 無層理軽石火山礫凝灰岩主体．最上部（≥ 2 m）は無層理軽石
火山礫凝灰岩．基底に荷重痕．基底付近に凝灰岩偽礫．

火砕流 不明

(1) 10 m
無層理軽石火山礫含有凝灰岩．基底は明瞭．基底付近に泥岩
偽礫．

河口砂州 火砕流

4.2 m 無層理軽石火山礫含有凝灰岩．最上部 0.2 m は軽石に乏しい．
基底は明瞭．

河口砂州，湿地，
干潟

河口砂州，湿地，
干潟

≥ 4 m 無層理軽石火山礫含有凝灰岩． 河口砂州 不明

(7) ≥ 0.6 m 火山灰凝集火山礫濃集凝灰岩．火砕流に伴う降下堆積物． 火砕サージ 河口砂州，干潟

(6) 1.2 m
火山灰付着火山礫に富む凝灰岩，最上部に火山灰凝集火山礫
が濃集．

火砕流 火砕サージ

(5) 28 m

軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩．全体に無層理で，上部 3～4 m で
軽石火山礫に乏しくなり，最上部 1.5 m は平行から波状層理が
明瞭な凝灰岩となる．直下の軽石火山礫含有凝灰岩をチャネル
状に削剥．

火砕流 火砕流

(4) 5 m 無層理軽石火山礫含有凝灰岩 火砕流 火砕流

(3) 10-11 m
軽石火山礫含有凝灰岩～凝灰岩．全体に無層理で，最上部 3 m 
は平行～波状層理が明瞭な凝灰岩となり，まれに火山灰付着
火山礫を産する．

火砕流 火砕流

(2) 13-14 m
軽石火山礫含有凝灰岩～凝灰岩．全体に無層理で，最上部 4 m 
は平行～波状層理が明瞭な凝灰岩となり，まれに火山灰付着
火山礫を産する．

火砕流 火砕流

(1) 17 m

軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩．主体は無層理で，基底から 4 m
までは軽石火山礫含有凝灰岩で上方の軽石火山礫凝灰岩に移
化する．最上部 4 m は平行～波状層理が明瞭な凝灰岩．まれ
に火山灰付着火山礫と炭化木片を産する．

干潟 火砕流

≥ 2 m 無層理軽石火山礫含有凝灰岩 干潟 干潟

(2) ≥ 6.6 m

無層理軽石火山礫含有凝灰岩．基底 0.8 m は粗粒凝灰岩でか
すかに波状層理を示す．上部ではやや細粒となり，火山灰付
着火山礫が局所的に濃集．最上部は火山灰凝集火山礫が濃集
しており，降下堆積物と考えられる．

火砕流 不明

(1) 3.6 m
無層理軽石火山礫含有凝灰岩．最上部 0.4 m は粗粒凝灰岩で
波状層理を示す．基底は明瞭で荷重変形している．基底付近
に炭化木を含む．

氾濫原（湿地） 火砕流

5 m

無層理軽石火山礫含有凝灰岩．上部に軽石火山礫が濃集．最
上部 0.2～0.4 m は粗粒凝灰岩で，波状層理を示す．直下に火
山岩片と凝灰質基質とからなる凝灰角礫岩（ラハール）があ
る．両者の境界は明瞭で，凝灰角礫岩から上方へ砕屑岩脈が
貫入している．

河川流路，砂礫堆 河川流路，砂礫堆

≥ 4 m 無層理軽石火山礫含有凝灰岩．基底 0.2 m は軽石火山礫に乏
しく，逆級化．

氾濫原 河川流路K0

K1

K2

K3

K4

K5

K6

K7

K8

K9

K10

K11

流動堆積単位 層厚 岩　　　相 下位の岩相 上位の岩相

第 3.2表　越前海岸における国見層デイサイト火砕岩の特徴
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ト火砕岩 K7の下位で観察できる（第 3.14図）．潟また
は内湾堆積物に挟まれている．
 潟または内湾堆積物　粘土～細粒砂からなる淘汰の良
い細粒堆積岩．層厚 0.1～ 2 m で，上方細粒化する細
粒～中粒砂岩（河口砂州堆積物）または平行～波状葉理
もしくはリップル斜交葉理の発達した粘土岩～極細粒砂
岩または極細粒砂岩～中粒砂岩（干潟堆積物）と接する
ことが多い．生物擾乱を受けており，ほとんどが無層理
（第 3.14図）． Ophiomorphaなどの生痕化石のほか，
Anadaraなどを産することがある．波浪の影響が少な

い静穏な環境に堆積したと考えられる．
 干潟堆積物　平行～波状葉理もしくはリップル斜交葉
理の発達した粘土岩～極細粒砂岩または極細粒砂岩～中
粒砂岩．層厚 0.1～ 4 m．粘土岩～極細粒砂岩は暗灰色
を呈し有機質で，しばしば葉片など植物片を産し，生物
擾乱を受けており，無層理か層理不明瞭な層準が認めら
れることがある．潟または内湾堆積物に漸移するところ
では，Crassostrea, Vicarya, Anadara などを産すること
がある．干潟堆積物は，いずれも河口流路・澪

みお

もしくは
河川流路堆積物と解釈した砂岩～礫岩に削剥され（第

第 3.11図　K7上部の火山灰凝集火山礫（火山豆石）の濃集層（上の写真：越前海岸大丹生付近）と K9中の火山灰付
着火山礫（下の写真中央：越前海岸白浜付近）
レンズキャップの直径は 6 cm．
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粘土
極細粒砂

極粗粒砂

中粒砂

0

5 m
K11

Ophiomorpha

スウェール斜交層理

波状斜交層理

ウェーブリップル斜交層理

波状斜交層理

ヘリンボーン斜交層理

外浜

水底火砕流

潮汐口

第 3.12図　国見層外浜堆積物の岩相柱状図
福井市鮎川海岸．

第 3.13図　デイサイト火砕岩 K11直下の平行～波状層理またはトラフ型斜交層理の発達した細粒～中粒砂岩
Ophiomorphaが多数認められる．露頭の高さは約 3 m．福井市鮎川町の海岸．
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3.15図，第 3.16図），または，明瞭な境界でそれらに
重なる．小丹生町と大味町との間の海岸沿いでデイサイ
ト火砕岩 K2の上位，K4と K3の間で観察できる（第
3.15図）．
 塩水湿地　干潟堆積物と接する粘土岩～極細粒砂岩．
有機質で褐色～黒色を呈し，干潟堆積物とは漸移的．産
出は極めてまれ．茱

ぐみ

崎
ざき

の軍艦島では河口流路から澪を伴
う干潟への変化を示すと思われる一連の堆積物の間に挟
まれている（第 3.15図）．
 河口流路・澪堆積物　基底が明瞭で上方細粒化する細

粒～粗粒砂岩．層厚 0.1～ 4 m で，薄い場合は基底か
ら斜交層理が発達する．上部には平行もしくは斜交層理
が発達し，潟（または内湾）や干潟をなす細粒堆積岩に
移化する．樹幹やその破片を産することがあり，また，潟・
内湾堆積物に漸移する場合は，生物擾乱を受けているこ
とがある（第 3.15図）．これらは繰り返し重なることが
多く，河川によって涵養された河口洲をなしていたと考
えられる（第 3.15図）．ただし，細粒堆積岩の間にあっ
て，細粒堆積岩を浅いチャネル状に削って埋めていると
ころでは河川水流や潮汐流が作る澪を埋積している可能

粘土
極細粒砂

中粒砂

0

5

10 m

河川流路

潮流口

河口流路

K7　

干潟，澪

Ophiomorpha

火砕流

生物擾乱

細礫混じり

ヘリンボーン斜交層理

潟または内湾

潟または内湾

河口砂州

潟または内湾

河口砂州

Anadara, Vicarya

河口砂州
河口流路

第 3.14図　国見層の河口砂州堆積物と潟または内湾堆積物の岩相柱状図
福井市大丹生南側の海岸．
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干潟

河川流路
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砂質干潟
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河口砂州

哺乳動物足跡

第 3.15図　国見層の河口砂州堆積物の岩相柱状図
福井市茱崎，軍艦岩（左）と福井市小丹生‒大味間の海岸（右）．

第 3.16図　国見層の干潟堆積物
茱崎，軍艦岩．生痕化石が数多く認められる砂岩と，その下位（左側）の葉理が明瞭な砂岩泥岩．さらに
下位には波状層理を示す砂岩がある．ハンマーの長さは約 30 cm．
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性が考えられる（第 3.15図）．小丹生町に面した海岸の
デイサイト火砕岩 K7の下位や，小丹生町と大味との間
の海岸に露出するデイサイト火砕岩 K5と K6の上下位
など各地で観察できる．
 河川流路堆積物　明瞭な基底から始まる砂岩または礫
岩．層厚0.1～数 m．礫岩では10 m を超える場合がある．
　砂岩や礫質砂岩は，斜交層理が明瞭で，上方細粒化し，
上部に平行～波状層理が認められ，泥岩（氾濫原堆積物
または干潟堆積物）に漸移することがある．また，樹幹
を産し，繰り返し重なることが多い（第 3.17図）．砂岩
や礫質砂岩はレンズ状で側方へ連続しないことが多く，
その斜交層理が河川流路斜面に向かって傾斜し，蛇行す
る流路でポイントバーをなしていたことがうかがえる例
もある（第 3.18図）．
　礫岩の多くは塊状無層理で間にこれらの砂岩を挟み，
樹幹や砂岩偽礫を産する．礫径は小礫から巨礫まである
が，良く円磨されているものが多い．氾濫原堆積物と同
様，典型的な例は，大味南方の山腹斜面道路沿い（第 3.17
図）や大味 0.5 km 北の海岸に分布するデイサイト火砕
岩 K1の上・下位で観察できる．大味 0.5 km 北の海岸
では，厚さ数 mないし 20 m を超える円礫岩が不明瞭
ながら平行ないし低角度の斜交層理をなして重なり，間
に厚さ 0.2～ 1 m の平行～波状層理が明瞭な砂岩を挟

んでいる．これに類する礫岩は，はるか南西方の呼鳥門
や左右（梅浦地域）で扇状地をなして厚く累積している
（第 3.19図）．
 氾濫原堆積物　斜交層理が明瞭な極粗粒砂岩から細粒
砂岩へと上方細粒化する堆積物の最上位を占める泥岩，
無層理の，もしくは正級化した細粒砂岩～泥岩．層厚は
0.1～ 3 mで，褐色を呈する有機質の粘土岩～シルト岩，
砂質泥岩，極細粒砂岩，炭などの薄い層が繰り返し重な
ることがある．無層理あるいは層理が不明瞭な泥岩～細
粒砂岩厚層は三日月湖に堆積した可能性もある．河川流
路堆積物の間に挟まれている．小丹生町から大丹生町に
かけての海岸に露出するデイサイト火砕岩 K8の上・下
位や大味湾入部北側，佐武付近で観察できる（第 3.17図）．
佐武付近の例では，哺乳動物化石の足跡や乾裂，現地性
の樹根が堆積面上に認められる（第 3.20図）．
 化石　フジツボ（安野，1979b）やニシン科の魚（安野，
1988）のほか，多様な化石が産出する．古くから知られ
ているのは植物化石（藤岡，1955）と貝化石（竹山，
1933；絈野・三浦，1956；東，1985；中川・田原，
1991；Nakagawa, 1998）で，多数の生痕化石（Nakagawa, 
1998）も報告されている． Nakagawa（1998）は，汽水
棲の現地性化石群集である Batissa 群集と Vicarya-
Anadara 群集，Cyclina-Anadara 群集，Crassostrea 群
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第 3.17図　国見層の扇状地堆積物と河川堆積物の岩相柱状図
福井市大味町南方の山腹斜面道路沿い（左）及び大丹生北側の海岸，佐武（右）．
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集の 3つの潮間帯の現地性化石群集と Anadara 群集，
Diplodonta 群集の 2つの異地性群集を識別し，中川
（1989，2002）はマングローブ沼に特徴的な Geloina 
stachi を発見している（付表 2）．このほかに，まれで
はあるが，スッポン Trionyx sp.（白竹・水野，1980）
やシカ Amphirtraglus sp. の下顎（竹山，1989），長鼻
類 Paleochoerus? sp. の大腿骨（冨田・安野，1993），

偶蹄類と長鼻類の足跡（安野，1997，1998；岡村ほか，
2001）なども産出する．
　植物化石も豊富で，台島型植物群（藤岡，1963）を 
特徴づける Acer, Celitis, Camellia, Comptonia naumanni, 
Cyclocarya ezoana, Laurophyllum, Liquidambar miocinica,  
Machilus, Mallotus, Quercus, Stewartia submonadelpha, 
Ulmus carpinoides,  Ulmus longifolia などの葉片（藤岡， 

第 3.18図　国見層の河川流路堆積物
茱崎，軍艦岩．流路を埋める砂礫岩の斜交層理が流路斜面に向かって傾斜している．右下のハンマーの長
さは 20～ 30 cm．

第 3.19図　国見層の礫岩
呼鳥門（梅浦地域）付近．間に薄く砂岩や細礫岩を挟む．写真の下から上までの崖の高さは約 10 m．
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1955；松尾，1972；植村・安野，2001）と，山野井（1978）
が定義した Carya-Liquidamber 花粉群集相当の花粉
（東，1985）やマングローブ植物 Sonneratia の花粉（山
野井，1992），材化石（寺田，2001）などが産出する． 
　植村・安野（2001）によれば，福井市茱崎（旧越廼村）
の軍艦岩と大味湾入部北側の海岸において，偶蹄類と長
鼻類の足跡産出層準とその上・下位から同様の葉片化 
石が産出する（第 3.3表）． Liquidamber  miocenica や 
Parrotia pristina，Ulmus longifolia は台島型植物群の
特徴種であるが，茱崎の軍艦岩では，Cyclocarya ezoana 
が全個体数の半数以上を占め，Ulmus longifolia と

Liquidamber miocenica がこれに次ぐ．茱崎の軍艦岩，
大味湾入部北側の海岸とも産出個体数の割に種類が少な
いことから，これらは堆積場近傍の植物群集を反映して
いるらしい（植村・安野，2001）．
 放射年代　国見層のデイサイト軽石火山礫凝灰岩～凝
灰岩 K0～ K11 のうち，K4 と K9 について得られたジ
ルコンのフィッション・トラック年代値は，それぞれ 
15.8± 1.0 Ma と 17.5± 0.6 Ma，並びに 16.5± 0.6 
Ma（付表 1）であり，これらの値と先に述べた糸生層
の年代とを考え合わせると，国見層の年代は，18～ 16 
Ma，すなわち，前期中新世後期～中期中新世前期と判

Taxodiacea 
 Metasequoia occidentalis (Newberry) Chaney
Lauraceae 
 Lindera  ? sp.
Hamamelidaceae 
 Liquidamber miocenica Hu and Chaney
 Parrotia pristina (Ettingushausen) Stur
Ulmaceae 
 Ulumus carpinoides Unger 
 Ulmus longifolia Unger
 Zelkova ungeri (Ettingshausen) Kovats
Betulacea
 Alnus sp. cf. A. japonica (Thunb) Steud 
Juglandaceae   
 Cyclocarya ezoana (Tanai and Suzuki) Wolfe and Tanai

Theaceae
 Stewartia submonadelpha Tanai and Onoe
Sterculiaceae/Tiliaceae
 “Alangium” aequalifolium (Goeppert)   
  Kryshtofovich and Borsuk
Fabaceae (Leguminosae) 
 Fabaceae gen. and sp. indt.
Aceraceae
 Acer sp.
Vitaceae 
 Vitis sp.
帰属不明の双子葉植物

第 3.20図　国見層泥岩の層理面上に認められる偶蹄類の足跡
大味湾入部北側，佐武付近．二叉の蹄跡がハンマーの上，左から右に向かって点在する．ハンマーの長さ
は 30 cm．

第 3.3表　茱崎軍艦岩と大味湾入部北側海岸の国見層から産出した植物化石（植村・安野，2001）
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断できる．この年代は，国見層を，Itoigawa（1991）の 
Climatic optimum（16.5～ 16 Ma）に出現したマング
ローブを伴う堆積盆地に堆積した地層とする Nakagawa
（1998）の見解に矛盾しない．

3.3　荒
あら

谷
たに

層（Abp，As，Art）

 地層名　中川・田原（1991）命名・定義．
 層序関係　下位の国見層から漸移する．
 分布及び層厚　福井市天菅生から，荒谷町，高須町を
経て和布町に至る地域に分布する．層厚は 300 mを超
えるが，上面が削剥されているため，元々の層厚は不明．
 岩相　荒谷層は，凝灰質の砂岩，泥岩，シルト岩を主
体とし，基底と中部に安山岩火砕岩を，また，局所的に
流紋岩軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩を挟む（第 3.21図）．
　荒谷層基底の安山岩火砕岩は，中川・田原（1991）が
AT-1と名付けている．主に安山岩火山礫凝灰岩と同質
の凝灰岩，火山礫岩からなり，級化成層する．波状もし
くは平行層理が明瞭で，ときに下位の同質火砕堆積物を
チャネル状に削剥し埋めて堆積している（第 3.22図）．
　安山岩火砕岩の構成粒子は，発泡の程度が低く，多面
体形の破片が優勢で，鏡下ではピロタキシティック組織
を示す．また，斑晶として単斜輝石と斜長石を含む．斜
長石は一部で緑泥石化している．これらの粒子は淘汰の
悪い層と，より細粒で淘汰が良く成層した層とをなし，
それぞれの層が重なり合っている（第 3.23図）．
　AT-1の層厚は福井市天菅生では 200 mを超え，西南
西に向かって薄くなって砂岩泥岩シルト岩互層に移化す
る（第 3.21図）．このようなことから，AT-1は，天菅
生付近に中心を持ち，マグマ水蒸気爆発よって形成され

た海底火砕丘をなしていた可能性が高い．
　AT-1直上の砂岩卓越相は AT-1から漸移し，砂岩の
間に泥岩，シルトを挟む．淘汰の良い細～中粒砂岩から
は Dosinia（Kaneharaia）kannoi に代表される浅海上
部の貝化石が産出する．荒谷や高須町では，局所的に軽
石火山礫を含有する凝灰岩または凝灰質砂岩を挟む．こ
の上位には，海緑石に置換された軽石が散在する凝灰質
粗粒砂岩があり，その中から大型有孔虫の Operculina 
complanata japonica やMiogypsina kotoi kotoi が産出す
る．また，この粗粒砂岩の直上に見られる凝灰質中粒砂
岩からはNipponocrassatella osawanoensis, Clinocardium 
andoi及び Glycymeris rhynchonelloidesに代表される
貝類化石が多産する（中川・田原，1991；Nakagawa, 
1998）．
　砂岩卓越相の上位ではシルト岩泥岩層の割合が多くな
り，シルト岩泥岩卓越相となる．この傾向は AT-1がな
す高まりから離れるにつれて顕著になる（第 3.21図）．
　シルト岩泥岩卓越相の上位には，中川・田原（1991）
が AT-2と名付けた玄武岩質安山岩火山礫凝灰岩・凝灰
岩があり，その上位を淘汰の良い細粒砂岩が卓越する岩
相が占める．これらの岩相は，いずれも燈豊町から天菅
生町にかけて AT-1にアバットしている（第 3.21図）．
　AT-2は，AT-1に似た岩相ではあるが，層厚は高須
川中流で 100 m と最も厚く，東側に向かって急激に薄
くなる．また，高須川中流では安山岩火山角礫岩が同一
層準に認められる．したがって，その噴出中心は，高須
川中流付近にあったと考えられる．
　AT-2の上位では，細粒軽石火山礫を含有する凝灰岩
が挟まれている．燈豊では，その中に火山灰凝集火山礫
（火山豆石）が認められる．

1   km

荒　谷　層

国　見　層

AT-1

AT-2

100 m

0

三本木川上流 高須川中流 荒谷町 燈豊町 天菅生町

安山岩火砕岩

シルト岩泥岩卓越相

砂岩卓越相

流紋岩火砕岩

Pectinid 群集

Operculina

第 3.21図　荒谷層柱状図
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 化石　荒谷層からは，Blow（1969）の N. 8 帯上部を
特徴づける浮遊性有孔虫化石（中川・田原，1991）や，
大型有孔虫化石 Operculina complanata japonica と 
Miogypsina kotoi kotoi（松丸ほか，1979），浅海上部か
ら下部にいたる貝化石（中川・田原，1991；Nakagawa, 
1998）が産出する．Nakagawa（1998）は，荒谷層中に，
浅海上部を特徴づける Dosinia 群集，浅海上～中部を 
特徴づける Mizuhopecten-Macoma 群集と Neogenella-
Mizuhopecten 群集，Lucinoma-Mizuhopecten 群集，浅
海下部を特徴づける Turritella 群集と Limatula 群集，

そして異地性の Nipponocrassatella 群集，Chlamys 群
集と Clinocardium-Glycymeris 群集を識別している（付
表 3）．
 放射年代　中島ほか（1990）は，荒谷層安山岩溶岩の
全岩 K-Ar 年代として，15.7 ± 0.5 Ma（試料番号
KY-9）と 15.7± 0.5 Ma（試料番号 KY-10）の値を報
告している．しかし，これらは福井市燈豊町において荒
谷層の玄武岩質安山岩火砕岩を貫くシルであり，荒谷層
の年代は，これと同じか，やや古いと考えられる．

第 3.22図　安山岩火砕岩 AT-1の産状
福井市燈豊町の宅地造成地．平行～波状層理が明瞭で，下位の同質火砕岩をチャネル状に削り斜交して堆
積しているところがある（上の写真，露頭の高さは 5 m程度）．チャネルを埋積している火砕岩は，その
基底面に調和して緩やかに起伏している（下の写真，露頭の高さは 10 m程度）．
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3.4　市
いち

ノ
の

瀬
せ

流紋岩及び類縁岩体（Irp，Ir）

　地層名　新称．市ノ瀬流紋岩は，福井市市ノ瀬町とそ
の周辺地域に分布する流紋岩軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩
と，福井市和布町から鮎川町にかけて分布する黒雲母角
閃石流紋岩溶岩ドームとを合わせた岩体である．
　層序関係　福井市市ノ瀬町とその周辺地域に分布する
流紋岩軽石火山礫～凝灰岩は，国見層市ノ瀬部層（塚野・
三浦，1954），市ノ瀬（累）層（三浦ほか，1971；中川・
田原，1991；Nakagawa，1998），または川西累層（東，

1985）に相当する火山岩で，下位の荒谷層や国見層を不
整合に覆い，国見岳火山岩相当岩体に貫入を受けるとと
もに不調和に被覆される．和布町から鮎川町にかけて分
布する黒雲母角閃石流紋岩溶岩ドームは，新期火成岩類
（塚野・三浦，1954）あるいは新期火山岩類（中川・田
原，1991）として一括されてきた鷹巣山安山岩（三浦ほ
か，1971）または鉾島火山岩類（Nakagawa, 1998）に
相当する岩体で，前者に貫入している．両者は，組成的
に類似し，かつ分布が近接しているのみならず，福井市
蓑町南側の海岸において北北西‒南南東方向に延びた安

第 3.23図　安山岩火砕岩 AT-1のクローズアップ
福井市燈豊町の宅地造成地．多面体形の火山礫に富む層と，より細粒で平行～波状葉理が明瞭な層からな
り，その中に火山灰付着火山礫状のものが点在する（下の写真）．側方への連続性は悪く，希薄で不安定
な高速の流れから堆積したことがうかがえる（上の写真）．レンズキャップの直径は 6 cm．
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山岩岩脈（おそらく国見岳火山岩と同時期の岩脈）に共
に貫かれていることから，相前後して定置したと考えら
れる．本報告では層位が同じで組成が類似する岩体を市
ノ瀬流紋岩の類縁岩体とした．市ノ瀬流紋岩の類縁岩体
は，いずれも糸生層もしくは国見層を貫き，かつ国見層
や荒谷層には存在しない岩石である．
　分布及び層厚　福井市市ノ瀬町とその周辺地域及び福
井市和布町から鮎川町にかけて分布する．市ノ瀬流紋岩
と同様に，斑晶として石英，斜長石のほかに角閃石及び
または黒雲母を含有する流紋岩は，福井市市ノ瀬町や福
井市羽坂町周辺などにおいて小規模な流紋岩溶岩ドーム，
あるいは北北西‒南南東方向の岩脈をなして点在する．
層厚は 300～ 500 m．
　岩相　流紋岩軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩と黒雲母角閃

石流紋岩溶岩ドーム・岩脈からなる．
　流紋岩軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩は，岩片に富んでお
り厚さ数 m以上に渡って無層理である場合や，級化成
層している場合，あるいはそれらが交互に繰り返してい
る場合がある．宮郷川の林道沿いでは，荒谷層の砂岩シ
ルト岩泥岩を直接覆って，厚さ 10 mを超える細粒軽石
火山礫凝灰岩が分布する．この火山礫凝灰岩は，無層理
で，径 1～ 3 cm以下の泥岩シルト岩，砂岩，安山岩な
どの岩片を多数取り込んでいる．
　福井市蓑町の海岸では，流動堆積単位が幾つか認めら
れる（第 3.24図）．それぞれの流動堆積単位の基底面は
明瞭で塑性変形しており（第 3.25図），基底から数 10 cm
～ 10数 mの範囲を細粒火山礫岩または厚さ数 mの火
山灰に被覆されたガラス質の流紋岩や同質火砕岩の火山
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凝灰岩

岩片に富む細粒軽石火山礫凝灰岩
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欠如（層厚未詳）

第 3.24図　市ノ瀬流紋岩火砕岩の柱状図
福井市蓑町の海岸．
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礫～火山岩塊を大量に取り込み，無層理の，もしくは不
明瞭ながら平行～波状層理層理を示す細粒軽石火山礫凝
灰岩（第 3.26図）が占め，上部を級化し，かつ平行～
波状層理を示す細粒軽石火山礫凝灰岩が占める．成層し
た細粒軽石火山礫凝灰岩が厚いところでは，内部にチャ
ネル状の構造（第 3.27図）が見えることもあり，流動
堆積単位の上限は決め難いことがある．いずれにしても
流動堆積単位の層厚は数 mを超える．基底面の塑性変
形や火山灰付着火山岩塊の存在は，火砕流が水に濡れて
いたことを示唆する．
　和布町から鮎川町にかけて分布する黒雲母角閃石流紋
岩は，東北東に延びた長径 2 kmを超えるドームをなす．
柱状節理が発達し，中心部の鉾島付近では，数 10 cm
角の柱状節理が顕著で（第 3.28図），グラノフィリック
組織を示す．蓑町付近の流紋岩火砕岩との接触部では，
これから派生したと思われるガラス質の流紋岩岩脈が流
紋岩火砕岩に貫入しオフセットしている（第 3.29図）．

　化石　発見されていない．
　放射年代　市ノ瀬町付近で採取した市ノ瀬流紋岩の流
紋岩軽石火山礫凝灰岩試料 FUK114についてジルコン
のフィッション・トラック年代として 15.7± 1.4 Ma 
の値が得られている（付表 1）．また，福井市和布町で
採取した黒雲母角閃石流紋岩（試料番号 FUK-9，原記
載では安山岩）と市ノ瀬町で採取した角閃石（?）黒雲
母流紋岩（試料番号 FUK-3，原記載ではデイサイト）
の全岩 K-Ar 年代として，それぞれ 14.4± 0.3 Ma と 
15.3± 0.3 Ma の値が得られている（中島ほか，1990）．
これらの放射年代値は，両者がきわめて近い時期に定置
したとする上記の考え方を支持する．中島・水島（1984）
は，市ノ瀬流紋岩の流紋岩軽石火山礫凝灰岩のジルコン
のフィッション・トラック年代として 11.1± 1.5 Ma 
の値を報告しているが，年代較正が行われていない点で
疑問が残る．

第 3.25図　市ノ瀬流紋岩火砕岩を構成する流動堆積単位の境界
福井市蓑町の海岸．細粒軽石火山礫凝灰岩（左側）と下位の凝灰岩（右側）との境界は明瞭でかつ塑性変
形している．
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第 3.26図　市ノ瀬流紋岩火砕岩中の凝灰岩付着火山岩塊（上の写真）と流紋岩火砕岩岩塊（下の写真）
福井市蓑町の海岸．ハンマーの長さは 30 cm．流紋岩火砕岩岩塊の直径は 2～ 3 m．

3.5　国
くに

見
み

岳
だけ

火山岩及び類縁岩体（Kl，Kp，Kd）

 地層名　三浦ほか（1971）の国見岳安山岩に相当する
が，氏家・弘田（1993）は，組成が玄武岩からデイサイ
トにまでまたがることを考慮して，国見岳火山岩類に改
称した．煩雑さを避けるため，本報告では「類」をとっ
て国見岳火山岩と呼ぶことにする．
 層序関係　国見岳火山岩は，糸生層と国見層を不整合
に覆う．類縁岩体は，市ノ瀬流紋岩以下の地層を貫き，
または不整合に覆う．
 分布及び層厚　国見岳火山岩は，国見岳を中心とした
6 km× 4 kmの範囲に分布する．その基底面から国見

岳山頂までの標高差を層厚とみなすと，最大層厚は 300 
m 程度となる．類縁岩体は国見岳北側の高須山や朝倉山，
はるか南方の福井市ガラガラ山（旧越廼村），越前町上
糸生（旧朝日町）近くの金毘羅山などに点在する．
 岩相　国見岳火山岩は，ソレアイト質玄武岩～安山岩
溶岩を主体とする火山岩体（Kl）で，山頂付近と基底付
近には同質の火砕岩（Kp）が分布し，火山体の下部に
デイサイトを伴う（氏家・弘田，1993）．
　基底付近の火砕岩は安山岩火山礫凝灰岩もしくは同質
火山角礫岩で，露出が悪いため，産状は不明である．国
見岳山頂付近では，厚さ 0.2 m ないし 2 m を超えるス
コリア火山礫凝灰岩と厚さ 0.2 m ～ 6 m の凝灰岩，厚
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第 3.27図　市ノ瀬流紋岩火砕岩中のチャネル
福井市蓑町の海岸．低角度のトラフ型斜交層理なす細粒軽石火山礫凝灰岩～凝灰岩がチャネルを埋め，右
下の細粒軽石火山礫凝灰岩と接している．ハンマーの長さは 30 cm．

第 3. 28図　市ノ瀬流紋岩の流紋岩溶岩ドーム内部
越前海岸鉾島．数 10 cm角の柱状節理が発達し，柱に直交する方向に流理が認められる．

さ 4 m のアグルチネート，そして，厚さは不明だが赤
褐色凝灰岩中に 1 m × 0.2 m 以下のスパターが点在す
る岩相も認められる．これらの岩石には目立った内部構
造は認められないので，噴火口周辺に堆積した降下火砕
堆積物と考えられる．
　溶岩の個々の産状と厚さは不明である．ところどころ

高さにして 12 m を超える範囲で塊状を呈する露頭があ
る．いずれの露頭でも溶岩にジグソー割れ目など水冷破
砕を示す構造は認められない．氏家・弘田（1993）によ
れば，国見岳火山岩の玄武岩～安山岩の多くは，斑晶と
して斜長石（An95～55），かんらん石，単斜輝石，斜方輝
石を含む．かんらん石斑晶は自形で細粒単斜輝石の反応
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第 3.29図　市ノ瀬流紋岩火砕岩中の流紋岩オフセット岩脈
福井市蓑町の海岸．市ノ瀬流紋岩火砕岩中の流紋岩オフセット岩脈ハンマーの左側にある幅 30 cm弱の流紋岩脈
が左側にオフセットしている．これに対応する左下の岩脈の端はいずれも丸まっており，未固結の母岩に貫入し
た時にオフセットしたことが分かる．

縁に囲まれているが，例外なく緑色粘土鉱物などに置換
されている．
　国見岳北側の朝倉山や，はるか南方の福井市ガラガラ
山，越前町糸生近くの金毘羅山などに点在する安山岩は，
いずれも陸上に噴出した溶岩とそれに連続する岩株状の
岩体で，斑晶として径 1～ 2 mm 以下の斜長石，単斜
輝石，斜方輝石，ときに角閃石を含む．
　朝倉山と国見岳との間にある高須山や，その西側の和
布，福井市街南側の清水と八幡山，同市大島町南側の丘
陵に分布するデイサイト溶岩ドーム（Kd）は，いずれ
も径 5～ 10 mm 以下の単斜輝石斜方輝石安山岩～ひん
岩または斜長石と単斜輝石，斜方輝石斑晶の集合を捕獲
している．また，径 1～ 3 mm 以下の斜長石と角閃石
の斑晶を含み，基質は微細な珪長質鉱物と不透明鉱物か
らなる．変質して，見かけが市ノ瀬流紋岩に似る場合が
あるが，捕獲岩もしくは捕獲結晶の存在で識別できる．
　これらのほか，市ノ瀬町北側の道路沿いでは，玄武岩

質安山岩火山礫凝灰岩と同質の凝灰岩，火山礫岩が，数 
100 m の範囲に市ノ瀬流紋岩を構成する火砕岩に囲ま
れて分布する．構成火砕粒子は様々な程度に発泡し多面
体が多いことからマグマ水蒸気爆発起源と考えられ，ま
た，堆積物は淘汰が良く級化成層している．本報告では
これらの点を考慮して，この堆積物をマグマ水蒸気爆発
によって開口した火道の充てん堆積物と考えた．流紋岩
火砕岩中の巨大岩塊の可能性も考えられるが，これに類
似する岩石は周辺の流紋岩火砕岩中には無い．
　国見岳北側の沢を挟んだ尾根の二枚田川林道には市ノ
瀬流紋岩の火砕岩を覆って玄武岩質安山岩アグルチネー
トが分布する．その分布範囲は限られており，その中を
同質の岩脈が貫いていることから，火砕丘の断片と考え
られる．
 化石　発見されていない．
 放射年代　中島ほか（1990）は，国見岳安山岩（試料
番号 FUK-4）について，15.0± 0.4 Ma の全岩 K-Ar 
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年代値を得ている．

3.6　玄武岩～デイサイト貫入岩（B）

　玄武岩～デイサイト貫入岩は玄武岩～安山岩（もしく
は安山岩にきわめて近いデイサイト）組成の岩脈，シル
または岩株として糸生層，国見層，荒谷層，もしくは市
ノ瀬流紋岩を貫き，各地に点在する．岩脈の中には北東‒
南西を向くものと，市ノ瀬流紋岩類縁の岩脈と同様，北
北西‒南南東を向くものとがある．北東‒南西方向の岩脈
の多くは糸生層から国見層までを貫き，一方，北北西‒
南南東方向の岩脈は市ノ瀬流紋岩まで貫いている．また，
福井市柿谷において国見層を南北に貫く角閃石安山岩
（デイサイト？）（FUK-6）岩脈の全岩 K-Ar 年代とし
て 13.5± 0.4 Ma の値が得られている（中島ほか，

1990）．これらのことから，すべてではないにしても，
前者は国見層堆積期までに貫入し，後者は市ノ瀬流紋岩
以降，国見岳火山岩の時期に貫入したことを示唆する．
　荒谷層中の安山岩シルについては，先に述べたように，
全岩 K-Ar 年代として 15.7± 0.5 Ma の値が得られて
おり（中島ほか，1990），国見岳火山岩とほぼ同時期に
貫入した可能性が高い．また，中島ほか（1990）が国見
岳安山岩として報告した試料番号 FUK-4の全岩 K-Ar 
年代値 15.0± 0.4 Ma は，荒谷層中の安山岩シルのそ
れに近い．本報告では，これを採取した岩体が国見層中
のシルであることを確認しており，国見岳火山岩とほぼ
同時期に貫入したものと考えることができる．そのほか
の塩基性のシルや岩株については，様々な層準に貫入し
ており，貫入時期を特定できるものは少ない．



― 40 ―

第 4章　第　四　系

（山本博文）

4.1　高位河成段丘堆積物（tfh）

　本報告では本図幅地域南西部の丹生山地に分布する段
丘堆積物のうち，宿

しゅく

堂
どう

層（北陸第四紀研究グループ，
1969）及び D1段丘堆積物（岡島・山本，1995）と呼ば
れた開析の進んだ段丘を構成する堆積物を高位河成段丘
堆積物（tfh）として記載する．越

お

知
ち

川上流部の越前町
上
かみ

糸
いと

生
お

（旧朝日町）から福井市宿
しゅく

堂
どう

町，西
にし

別
べっ

所
しょ

町及び
滝
たき

波
なみ

（旧清水町）周辺に分布する．層厚は厚いところで
は約 22 m認められる．糸生層を削り込み，これを不整
合に覆っている（第 4.1図）．
　本堆積物は礫層，砂層，泥層からなり，下位ほど礫質
である．礫層はやや円磨された径 3～ 10 cmの亜角～
亜円礫を主体とし，しばしばクサリ礫となっている．礫
種は安山岩，流紋岩，砂岩，凝灰岩等であり，円磨され

たチャートを含む．本図幅地域南側の越前町朝日（旧朝
日町）では泥層からはヒシ（Trapa sp.）やオニグルミ
などを産出する（梅田・岡島，1996）．
　本堆積物の時代は，図幅南側の越前町小

お

倉
ぐら

（旧朝日町）
で行われたボーリングにより，本層相当層から加久藤テ
フラ（Kkt）が産出している（岡島ほか，1998）ことから，
中期更新世後半と考えられる．また，栗山ほか（2006）
は高位段丘堆積物のうち，より低位の堆積物の年代を
10～ 12万年前と推定しており，本図幅地域内において
も一部の高位河成段丘堆積物の年代がこの時期まで新し
くなる可能性がある．
　本堆積物が構成する段丘面は開析を受け，丘陵状に波
打っている．分布高度は北西側ほど高く，滝波では 80
～ 120 m，上糸生では 100～ 150 m，宿堂周辺では 150
～ 200 m程である．

第 4.1図　高位河成段丘堆積物の露頭
福井市西別所町の造成工事現場．下位の糸生層を削込み，これを不整合に覆っている．
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4.2　中位河成段丘堆積物（tfm）

　本図幅地域南部の福井市末
すえ

町から清
し

水
みず

畑
ばた

（旧清水町），
及び加

か

茂
も

内
うち

（旧清水町）から山
やま

内
うち

（旧清水町）にかけて
の山間盆地にまとまって分布している．岡島・山本（1995）
の D2段丘堆積物に相当し，層厚は所によって 10数m
以上認められ，糸生層を不整合に覆う．
　本堆積物は礫層，砂層，泥層からなる．福井市平尾で
は基盤を覆う厚さ 4 mの砂層を挟む礫層が，山内では
厚い泥層や砂層，礫層が認められる．また，福井市志

し

津
づ

が
が

丘
おか

（旧清水町）では．糸生層を覆って，安山岩と流紋
岩の礫を主体とする厚さ数 m以下の礫層と，これに重
なり，砂層や泥炭層を挟む，厚さ 10 m前後のシルト層
とが認められる．シルト層からはコイ科魚類の咽頭歯
（Yasuno, 1997）や齧歯類（安野，1996）が報告されて
いる．また，泥炭層からは昆虫化石やヒシ（Trapa sp.） 
などが産出する（安野，1996）．
　本堆積物の時代は，山内において本層直上を覆う大山
倉吉テフラ（DKP）が産出することから，後期更新世と
考えられる．
　本堆積物が構成する段丘面は，小河川による開析を受
け分断されているものの，比較的平坦面がよく残されて
いる．分布高度は南部の山内周辺では 40～ 60 mであ
るが，北部の平尾周辺では段丘面が南東に緩く傾斜して
おり 50～ 100 mとやや高くなっている．

4.3　低位河成段丘堆積物（tfl）

　本図幅地域の中・西部に点々と分布するごく小規模な
高度の低い段丘を構成する堆積物で，未風化の礫を主体
とする砂礫層からなる．礫は安山岩，流紋岩を主体とし
ているが，大きさや円磨度は場所による変化が著しい．

　堆積年代は後期更新世末期～完新世と思われる．低位
河成段丘の段丘面は，多くの場所で人工地改変を受けて
いるが，1966年撮影の空中写真では平坦な段丘面が比
較的よく残されている．

4.4　中位Ⅰ海成段丘堆積物（tm1）

　本図幅地域西部の越前海岸に沿って，北は福井市石
いし

新
しん

保
ぼ

町付近から南は大味町付近まで断続的に分布している．
段丘面の陸側傾斜変換点の標高は，北側の福井市石新保
町‒和布町付近では 37～ 46 m，南側の北

きた

菅
すご

生
う

町‒鮎川町
では 84～ 90 m，大丹生町‒小丹生町では 85～ 109 m，
大味町‒茱崎町では 115～ 135 mと南西側ほど高くなっ
ている（第 4.1表）．段丘面の幅は福井市石新保町‒和布
町付近では 400～ 600 m，南側の北菅生町‒鮎川町では
100～ 400 m，大丹生町‒大味町では 100～ 200 mである．
層厚は所によっては 10 mを超えるが，場所による層厚
の変化が著しい．段丘面は福井市石新保町北東側で三里
浜砂丘を構成する海岸砂丘堆積物に覆われるようになる．
本堆積物は，主に砂層からなり，基底部に様々な厚さの
礫層を伴うほか，ところにより泥層を挟む．礫は良く円
磨されており，構成礫の大半を安山岩と流紋岩が占める．
大味町では砂層中に良く円磨された径 20 cm程の白色
チャート礫も認められた．
　本段丘堆積物を覆う赤褐色土壌中からは多くの地点で 
大山倉吉テフラ（DKP） 及び 姶良 Tnテフラ（AT） が
産出する．また，本段丘は後期更新世，酸素同位体ステー
ジ 5c期に対比される中位Ⅱ海成段丘（約 10万年前：後
述）のすぐ上位に位置し，段丘面が広く，面の保存状態
が比較的良い．これらの点から，本堆積物は，後期更新
世，酸素同位体ステージ 5e期の海成段丘（約 12.5万年
前）に対比できる．

水切～砂子坂 — 12～15 — —

地　域
旧汀線高度（m）

中位Ⅰ 中位Ⅱ 中位Ⅲ 低位

石新保～川尻

西畑～糸崎

北菅生～鮎川

大丹生～小丹生

大味～茱崎

浜北山～八ツ俣

37～42 29～33

34～46 15～21 3.2～3.5（亀島 7.0？）

— —

—

— — — 5.0～5.9

84～90 62～68 48 4.5（6～7？）

85～109 60～69 45～50 3.2～3.4

115～135 92～96 77 5.1～5.3

第 4.1表　海成段丘面高度
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4.5　中位Ⅱ海成段丘堆積物（tm2）

　丹生山地北側から本図幅地域西部の越前海岸に沿って
点々と分布している．段丘の陸側傾斜変換点の標高は，
丹生山地北側の福井市水切町‒砂

すな

子
ご

坂
ざか

町付近では 12～
15 m，川

かわ

尻
しり

町付近では 29～ 33 m，鮎川町‒小丹生町で
は 60～ 69 m，大味町‒茱崎町では 92～ 96 mと中位Ⅰ
段丘と同様に南西側ほど高くなっている（第 4.1表）．
段丘面の幅は水切町‒菖

しょう

蒲
ぶ

谷
たに

町付近では，開析により分
断されているものの，全体で約 1,500 mと幅広い．越前
海岸沿いでは鮎川町‒小丹生町で約 500 mとやや幅広い
が，他の多くの地点では 100～ 200 m程度である．段
丘面は緩く波打っているものの比較的平坦であり，緩く
海側に傾斜している．和布町，鮎川町付近では後述する
ように活断層により段丘面が変位しており，一部で 10 
m以上，海側が高くなっている．
　本堆積物は，国見層などの第三系を不整合に覆い，水
切町‒菖蒲谷町付近では古土壌を挟んで古砂丘堆積物に
覆われている．砂層を主体とし，所により良く円磨され
た礫層を伴うほか，泥層を挟むことがある．礫は安山岩，
流紋岩が大半を占める．白

しら

浜
はま

町では段丘面の陸側傾斜変
換点付近にラミナの発達した砂鉄質の極粗粒砂層が認め
られる．福井市砂子坂町西側の水切町（第 2.3図の
Loc. 1）では，厚さ 2 mを超える中粒～粗粒砂の上に
厚さ 30 cmのシルト，厚さ 1 mの砂質シルト，厚さ 50 
cmの粗粒～中粒砂が順に重なり，これを黄褐色～赤褐
色土壌が覆う．シルトと砂質シルトとの間には三瓶木次
テフラ（SK）が，黄褐色～赤褐色土壌には大山倉吉テ
フラ（DKP）が挟まれている．また，福井市砂子坂町
北側の波

なみ

寄
よせ

町（第 2.3図の Loc. 2）では，最上部の粗
粒～中粒砂を厚さ 30 cmの古土壌を挟んで粗粒～中粒
砂からなる砂丘堆積物のが覆う．古土壌には阿蘇 4テフ
ラ（Aso-4）及び鬼界葛原テフラ（Kkt）が含まれている．
このような広域テフラの産出層序から本堆積物は，後期
更新世，酸素同位体ステージ 5c期の海成段丘に対比で
きる（山本ほか，1996）．

4.6　中位Ⅲ海成段丘堆積物（tm3）

　本図幅地域西部の越前海岸沿って，福井市蓑町，鮎川
町，大丹生町，小丹生町，大味町付近に小規模に分布し
ている．地質図では小規模な分布は省いてある．段丘の
陸側傾斜変換点の標高は，中位Ⅰ段丘，中位Ⅱ段丘と同
様に南西側ほど高く，蓑町で 15～ 21 m，鮎川町で 48 m，
大丹生町‒小丹生町で 45～ 50 m，大味町で 77 mとなっ
ている（第 4.1表）．
　本堆積物は良く円磨された礫層，砂層を主体としてい
る．福井市蓑町では，市ノ瀬流紋岩の軽石火山礫凝灰岩
を不整合に覆う円礫層と薄い砂層を見ることができる．

酸素同位体ステージ 5c期の中位Ⅱ海成段丘堆積物のす
ぐ下位に位置することから，後期更新世，酸素同位体ス
テージ 5a期の海成段丘（8万年前）に対比できる可能
性が高い．

4.7　古砂丘堆積物（osd）

　古砂丘堆積物は本図幅地域北部の福井市水切町‒菖蒲
谷町付近において，中位Ⅱ海成段丘堆積物を覆って分布
している．主に中粒砂からなる．堆積面は大きく波打っ
ており，一部に大型の斜交葉理が認められる．層厚は厚
いところで 20 m程である．下位に位置する中位Ⅱ段丘
堆積物との境界となっている古土壌からは阿蘇 4テフラ
（Aso-4）及び鬼界葛原テフラ（K-Tz）が，古砂丘堆積
物を覆う黄褐～赤褐色土壌からは DKPが産出しており
（第 2.3図の Loc. 2），本堆積物は後期更新世に堆積し
たと考えられる（山本ほか，1996）． 

4.8　低位海成段丘堆積物（tml）

　本図幅地域西部の越前海岸沿いに断続的に分布する．
段丘面の標高は 4～ 6 mであり，平坦で緩く海側に傾
斜している．段丘面とほぼ同じ高さに離水した海食洞，
波食窪，波食棚が多数認められ，伊藤ほか（2002）は，
本図幅内において標高 3～ 6 mに旧汀線高度の認めら
れる 7つの離水海食洞を記載している． 
　本段丘を構成する堆積物は段丘面の大半が宅地や田畑
として利用されているためほとんど露出していないが，
海食洞内には良く円磨された中～巨礫からなる堆積物が
観察できる（第 4.2図）．
　低位海成段丘の形成時期は，穿孔貝の 14C年代値及び
遺跡の年代等から 17世紀中ごろ（山本・木下，1999）
と考えられる．

4.9　砂丘堆積物（c）及び砂州・海浜堆積物（b）

　砂丘堆積物は淘汰の良い中粒～粗粒砂を主体とし，本
図幅地域北西部において三里浜砂丘を構成している．三
里浜砂丘は九頭竜川河口から南西に長さ約 11 km，幅約
1.5 kmの規模で広がり，3列に区分できる（藤，1975）．
昭和 44年測量の国土地理院発行 25,000分の 1地形図「三
国」では，福井市白

しら

方
かた

町北西に 43.4 mの標高値が記さ
れている．層厚は砂丘の最大標高 43 mと，ボーリング
調査により確認された基底面の標高－10 m（第 4.3図：
三浦，1988）から，厚いところでは 50 m程あるものと
推定される．
　藤（1975）は三里浜砂丘の内砂丘列前面及び外砂丘列
の下から弥生～古墳時代初期の土器の出土を報告してい
る．また，三浦（1971）は，試錐試料に基づいて新砂丘
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と旧砂丘を区分し，その境界部の腐食質砂層の 14C年代
として 1,800～ 2,300 yBP及び約 3,400 yBPという値を
報告しており，この年代値に基づけば，縄文後期～弥生
時代には砂州・砂丘は形成されていたことになる（第 4.3
図：三浦，1988）．砂丘堆積物の年代は前述の遺跡の年
代及び腐食質砂層の 14C年代（藤，1975；三浦，1988）
から完新世の堆積物と考えられる． 
　砂州・海浜堆積物は，北部では三里浜砂丘前面の海岸
に広く分布しているが，中南部は岩石海岸となっている
ため，入り江等に小規模に点在するのみである．粒度は
北部ではよく淘汰された粗粒砂を主体としている．

4.10　扇状地堆積物（f），河川流路堆積物（ar），
自然堤防堆積物（al），氾濫原堆積物及び

　　        谷底平野堆積物（af）

　本図幅地域東部には沖積低地である福井平野が広がっ
ている．福井平野は，九頭竜川や足羽川，日野川などの

河川が供給する砕屑物によって埋め立てられた構造性の
盆地であり，本報告では，その表層を覆う堆積物を，そ
れぞれがなす特徴的な地形に基づいて，扇状地堆積物，
河川流路堆積物，自然堤防堆積物，氾濫原堆積物に区分
した．また，丹生山地の谷底低地を覆う堆積物は谷底平
野堆積物とした．
　扇状地堆積物は，本図幅地域東隣の永平寺図幅地域に
主体があり，九頭竜川と足羽川が山間盆地から平野にさ
しかかるところに広がっている．氾濫原堆積物は，扇状
地の先の福井平野に広く分布する泥質な堆積物であり，
砂層や腐植層を挟む．河川流路堆積物は氾濫原域では砂
層を主体とし，礫層，泥層を挟む．自然堤防堆積物は，
主に細粒砂～シルト層から，扇状地堆積物は主に礫層，
砂層からなる．谷底平野堆積物は礫層，砂層，泥層から
なる．

第 4.2図　離水した海食洞と洞内の大礫
福井市松蔭町．礫は良く円磨されている．

第 4.3図　ボーリング資料から見た福井平野北部の断面（三浦，1988）



― 44 ―

4.11　福井平野地下の第四系

 層序・分布　福井平野は南北方向に細長い沈降性の福
武低地の北半部を構成しており，その地下には第四紀の
未固結堆積物が厚く堆積している（第 4.4図，第 4.5図）．
　福井平野地下の第四系は，北西部を中心に広く追跡で
きる第一礫層上面を境に完新統と更新統に区分される
（北陸第四紀研究グループ，1969）．
　完新統の基底面は全体としては西ないし西北西に傾斜
し，平野北西部では標高－50 mに達している（第 4.4図）．
三浦（1988，1991）によれば，完新統は福井平野北西部
では下部砂泥層，中部泥層（海成層），上部砂層（汽水
成層），最上部泥層（陸水成層）に細分できる（第 4.3図）．
　中部泥層は縄文海進期に福井平野部の広い範囲に浅い
湾（古

こ

九
く

頭
ず

竜
りゅう

湾
わん

）が広がった時期の堆積物である．中
部泥層の深度分布からすると古九頭竜湾は足羽山付近ま
で（三浦，1991），また国土地理院（2004）は，足羽山
南側でも貝を含む軟弱な粘土・シルト層が存在しており，
福井平野の奥まで及んだと推定している．一方，福井市
が足羽山南約 4 kmの福井市浅

あそ

水
うず

町で行ったボーリング

では海成層は認められず，古九頭竜湾は平野最奥部まで
は達していなかったと推定される．
　古九頭竜湾は，その後の海面の低下，湾口部での砂州・
砂丘の形成及び九頭竜川をはじめとする河川の埋め立て
に伴って縮小していった．古墳時代には，福井平野北西
部にまだ大きな湖沼が残されていたと推定されており
（九頭竜川流域誌編集委員会，2000；建設省近畿地方建
設局・建設省国土地理院，2000），江戸中期の元禄年間
絵図にも福井市川西地区に「どす池」という湖沼が記さ
れている．
　第一礫層の下位に広がる更新統は泥層を主体とし，砂
層と礫層を挟む．九頭竜川や足羽川の扇状地とその周辺
では礫層が卓越する（三浦ほか，1971；廣内，2003）．
更新統の層厚は完新統と同様に西側ほど厚く，最大で
100 m を超える．
 基盤の形状　福井平野下に広がる第四系の基盤の形状
は，足羽山‒丸山‒旧松岡町市街地を境に北・中部域と南
部域に分けることができる．
　第 4.5図に示されるように，北・中部域では基盤深度
は深く，平野中央部から西部にかけては深さ 100 mを

第 4.4図　福井平野の完新統基底面標高分布
枠は福井図幅地域の範囲を示す．
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超えるボーリングでもほとんど基盤に達していない．東
部では，福井地震断層付近で基盤上面に数 10 mの段差
が形成されているところもあるが，全体としては西へ
徐々に深くなっている．福井県（1998）による P波反
射法地震探査によると，基盤深度は西へ向かって段階状
に変位し，基盤上面の標高は坂井市春江町境

さか

為
ため

で 
－300 ｍに，天池ほか（1984）による田島川を横切る探
査では，坂井市坂井町若

わか

宮
みや

で－300 ｍに達している．ま
た井上・中川（1999）による九頭竜川河川敷での探査で
は基盤深度を－250～－300 m付近に推定している．一
方西縁部では北北西‒南南東方向に延びる直線的な山地
との境界を境として基盤深度が急激に深くなっている．
この直線的な境界近傍で行われた幾つかのボーリングで
は，標高 －75～－95 mまで掘削しているにもかかわら
ず，基盤に到達していない．福井市街地周辺のボーリン
グデータでは，基盤上面の標高として －167～－217 m
という値が得られている．
　足羽山‒丸山‒旧松岡町市街地付近では基盤深度が浅く，

所々で基盤岩が露出している．足羽山，丸山は中新世の
火山岩類からなる孤立丘陵であり，丸山周辺及びその南
西にかけては基盤上面の標高が－50 mより浅い地域が
広がっている．丸山の南西約 1.5 kmの福井市志比口南
にはかつて平

ひら

岡
こ

山
やま

という孤立丘陵が存在していた．平岡
山は明治 42年測量の地形図では標高 33.7 m，東西 
300 m程の小丘として描かれ，1946年撮影の空中写真
にも写っているが，その後の福井市街地の拡大とともに
削られ，消滅している．
　平野南部域では，主に糸生層火山岩類からなる孤立丘
陵が西部を中心に点在しており，平野と山地との境界線
は入り組んだ形状を呈している．平野部でのボーリング
データは少ないが，福井市城

じょう

東
とう

の－137 mをはじめとし，
－100 mより深い基盤分布が明らかになっている．孤立
丘陵が分布すること及び平野部での 100 mを超える基
盤深度からすると，基盤上面はかなり凸凹があると推測
される．

第 4.5図　福井平野における第四系基盤標高及び断層分布
廣内（2003）等に最新のボーリングデータ，地震探査データ等を加えて編集．測線 Aは天池・竹内（1989）， 
 Bは福井県（1999），Cは井上・中川（1999）による探査位置を，枠は福井図幅地域の範囲を示す． 
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第 5章　地　質　構　造

（山本博文・鹿野和彦・中川登美雄）

丹生山地及び周辺丘陵の地質構造
　丹生山地及び周辺丘陵は主に前期～中期中新世の火山
岩と堆積岩で構成されている．それらの一般走向は北東‒
南西で，これに直交する方向に緩やかに波曲している．
大局的に見ると，丹生山地自体は東側斜面に軸跡をもつ
地背斜をなし，その北東延長部は北北西‒南南東方向の
断層によって東側が落ちて沖積低地に没する．直接露頭
で確認できる断層は少なく，その傾斜や変位量も明確で
はないが，地層の分布と層理面の不連続から北東‒南西
方向の断層と，北北西‒南南東方向の断層が多数存在す
ると考えられる．北東‒南西方向の断層の傾斜は垂直に
近く，見かけ上の変位は垂直方向で 100 m以下，水平
方向で 200～ 1,000 mあるいはそれ以上ある．北北西‒
南南東方向の断層も同様に急傾斜しているが，変位量は
北東‒南西方向の断層よりも小さい．2つの方向の断層
は西回りに 60°開いて，共役関係にあるように見える．
これらは国見岳火山岩をも切っており，中期中新世以降
に顕在化したといえる．しかし，市ノ瀬流紋岩や国見岳
火山岩が隆起した荒谷層以下の地層群を不整合に覆うこ
とから，断層運動に関連する変形は市ノ瀬流紋岩や国見
岳火山岩が噴出する頃には始まっていたと考えられる．
一方，活断層もこれら二方向に延びており（後述），中
期中新世以降現在に至るまで似たような応力場にあった
ことが示唆される．Itoh et al.（2002）は，島根半島か
ら日本海南縁に沿って中央構造線とほぼ並行に延びる活
断層帯の存在を提唱し，その延長上に更

さら

毛
げ

断層（後述）が
あるとしている．この断層帯の一部とされる島根半島の
宍道断層は，中期中新世の日本海開裂停止以降に形成さ
れた逆断層であるが，走向方向のずれ（変位量＞ 500 m）
を伴っている（鹿野・吉田，1985）．

活断層
　本図幅地域は，活断層研究会（1991）によれば西縁を
Aないし B級の活断層が連なる敦賀湾‒伊勢湾線地帯に
区切られた中部山地と呼ばれる活断層区の北西部に位置
している．中部山地では活断層の分布密度は大，主要断
層の長さは 50 km以上，主要断層の活動度は A，卓越
する断層のタイプは横ずれ断層及び逆断層とされている．
また GPS連続観測による地殻変動データから，新潟か
ら神戸にかけて延びる幅数 10～ 200 kmの歪集中帯（新
潟‒神戸構造帯：Sagiya et al., 2000；鷺谷，2001）が提
唱されており，本図幅地域はその北西縁付近に位置して
いる．

　本図幅地域の東側，福井平野東部には福井地震断層，
福井東側地震断層が北北西‒南南東方向に延び，平野東
縁部はこれらに平行する剣ヶ岳断層，細呂木断層，松岡
断層をはじめとする福井平野東縁の断層群によって直線
的に区切られている（第 5.1図）．また福井平野西縁で
もこれらに平行な断層が北部に推定されている．一方，
福井平野西側の丹生山地では更毛断層，宝

ほう

泉
せん

寺
じ

断層をは
じめとする北東‒南西方向及び北北西‒南南東方向に延び
る活断層があり，断層露頭も報告されている（活断層研
究会編，1980，1991；山本・加藤，1997）．また丹生山
地西側，越前海岸沿いでは敦賀湾‒伊勢湾線の北端部，
柳
やな

ヶ
が

瀬
せ

・関
せき

ヶ
が

原
はら

断層帯の北部を構成している活断層群が
沈降する海域と隆起する丹生山地との境界となっている．
　本図幅地域内には更毛断層，宝泉寺断層，鮎

あゆ

川
かわ

断層，
和
め

布
ら

断層が分布している．福井地震断層は図幅北東端部
付近をかすめており，越前海岸沿い及び福井平野西縁に
は活断層が推定されている．

福井地震断層及び福井東側地震断層
　1948年 6月 28日，福井平野北部を震源とするマグニ
チュード 7.1の福井地震が発生した．福井地震の際，地
表部には明瞭な地震断層は現れなかったが，地割れの分
布や測量結果から福井平野東部に福井地震断層及び福井
東側地震断層が推定された（小笠原，1949；Tsuya，
1950など）．
　天池・竹内（1989）は，福井地震断層が通ると推定さ
れている田島川を横切る測線において弾性波探査を行い，
基盤構造や第一礫層などが田島川の両側で上下にくい
違っていることを明らかにし，変位量は基盤で数 10 m，
第一礫層で 10 m程度と変位の累積性が認められるとし
ている．また同地点で行われたボーリング調査では断層
による地層の不連続は見出されていないが，累積的な層
厚変化が認められている（岡本ほか，1989）．福井県（1999）
は，上記測線の 2.5 km南側において，福井地震断層，
福井東側地震断層を横切る長さ約 6 kmの P波反射法弾
性波探査及びボーリング調査を行っている．探査記録で
は，福井地震断層付近で基盤を覆う堆積層下部に層厚の
累積的な変化が認められるが，反射面は連続しており，
100 m以浅では断層による明瞭な変位は認められていな
い（衣笠ほか，1999）．
　平野の微地形をみると，福井平野を流れる中・小河川
の流路は福井地震断層，福井東側地震断層付近で屈曲・
直線状に並んでいる（第 2.6図：多田，1970）．また九
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頭竜川扇状地では扇頂部を中心に等間隔で同心円状を描
くはずの等高線が，断層付近で間隔が狭くなり，直線状
ないしやや東にくぼんだ形状をしている（第 2.6図）な
ど，地震断層が平野の微地形に何らかの変位を与えてい
ると推定される．しかし弾性波探査結果等に見られるよ
うに，緩やかな幅広い変形となっている可能性が高く，
断層を挟んで行った地形測量でも，耕地整備が進んでい
ることもあり，断層位置を明確にすることはできなかっ
た．福井地震断層は図幅北東端をかすめる可能性が高い
が，上に述べたように 5万分の 1縮尺の図上に示すだけ
の位置精度はなく，地質図には記していない．
　福井平野東縁は福井地震断層に平行する剣ヶ岳断層，
細呂木断層，松岡断層をはじめとする福井平野東縁断層
帯に属する断層群によって直線的に区切られている．一
方，平野西縁でもこれらの断層に平行な山地との直線的
境界となっている．小林ほか（2001）は重力探査からこ
の境界付近に東落ちの断層を推定しており，基盤深度を
見ても前述のようにこの直線的な境界を境に基盤上面の
標高が－75～－95 m以深まで急激に深くなっている（第 

4.5図）．この直線的境界に沿って踏査を行ったが，す
ぐ近傍を日野川，九頭竜川が流れていることもあり，断
層露頭を見出すことはできなかった．平野西縁に推定さ
れるこの断層の位置も正確な位置が分からないため，地
質図には示していない． 

更毛断層
　福井平野西側の丹生山地では，福井市水

みず

谷
たに

町から下
しも

市
いち

町にかけて東北東‒西南西方向に延びる長さ 12 kmの更
毛断層が通っている．松田ほか（1976）はその付図にお
いて更毛断層を活断層であることが確実な断層の 1つと
して図示，活断層研究会（1980）により更毛断層と命名
されている．断層は北側の標高 200～ 450 ｍの山地と，
南側の標高 100～ 200 ｍの丘陵地との境界となっており，
活断層研究会（1991）はこのような地形的差異と福井市
更
さら

毛
げ

町～白
しら

滝
たき

町間での谷の屈曲から，北側隆起，右横ず
れの活断層であり，その確実度はⅡ，活動度は B～ C
としている．また Itoh et al.（2002）は福井市末

すえ

町
まち

にお
いて中位河成段丘面の変形（1.6 mの南東側隆起）を，

第 5.1図　福井県嶺北西部の活断層分布（山本・加藤，1997に加筆）
枠は福井図幅地域の範囲を示す．
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また，西別所町において活断層露頭を報告している．西
別所町の露頭は造成工事現場に現れたものであり，北西
側の糸生層凝灰岩と南東側の高位河成段丘堆積物が断層
を挟んで接している（第 5.2図）．高位河成段丘堆積物
には断層による引きずり変形が認められ，見かけ 10数 
mの北西側隆起となっている．露頭での断層面は明瞭
でなく，最近の変位があったかどうかは判然としない．

同様な断層露頭は白滝町の農道脇でも観察される．

宝泉寺断層
　宝泉寺断層は福井市清水畑から越前町朝日（旧朝日町）
にかけて，北北西‒南南東方向に延びる長さ約 9 kmの
活断層である．村井・金子（1975）はこの断層を左横ず
れ断層として図示し，活断層研究会（1980）が宝泉寺断

第 5.2図　福井市西別所町の造成工事現場に出現した活断層露頭
　　　　　断層南側（写真左）は高位河成段丘堆積物，北側（写真右）は風化した糸生

層の凝灰岩となっている．

第 5.3図　福井市鮎川町周辺の空中写真
点線は鮎川断層を，白矢印は第 5.4図の断層露頭位置を示す．
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層と命名している．活断層研究会（1991）は低断層崖，
谷の屈曲，谷の閉塞等から確実度Ⅱ，活動度 B～ C，
西側隆起，左横ずれの活断層であるとしている．本図幅
地域内には宝泉寺断層北部が分布している．福井市清水
畑では河成中位段丘面が直線的な小崖を境に東側が 4～
6 m高くなっており，笹谷では直線的な山地と平地（河
成中位段丘面）との境界となっている．大山倉吉テフラ
（DKP）が堆積物直上を覆う河成中位段丘面が 4～ 6 m
変位していることからすると，活動度は B～ C級と考
えられる．

鮎川断層
　鮎川断層は福井市南菅生町南方から小丹生町にかけて
南北ないし北北東‒南南西方向に延びる海成段丘面を変
位させている活断層であり（第 5.3図），太田（1973）
により報告され，活断層研究会（1980）により鮎川断層

と命名されている．この断層により鮎川町南では中位Ⅱ
海成段丘面が 12～ 15 m，小丹生町南西でも 7～ 13 m 
海側（西側）が高くなっている（太田，1973）．断層露
頭としては，鮎川町北部の中位Ⅰ海成段丘面上の農道脇
で見出されており，風化した基盤岩と段丘面を覆う火山
灰質土壌が断層を境に接している（第 5.4図）．活動度
は中位Ⅱ海成段丘面が 7～ 15 m食い違っているとして
いることからすると B～ C級と考えられる．

和布断層
　和布断層は福井市和布町付近において東北東‒西南西
方向に延びる長さ約 1 kmの活断層であり，活断層研究
会（1980）により命名されている．福井市和布町では中
位Ⅱ海成段丘面が小急崖を境として比高 4～ 5 ｍ北西
側が高くなっており，C級の活動度と考えられる．

第 5.4図　福井市鮎川町北部の中位Ⅰ海成段丘上の農道脇に現れた断層露頭

第 5.5図　福井市和布町における離水した波食棚（左）及び離水した岩礁に残されていた穿孔貝（カモメガイ）の遺骸（右）
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越前海岸沿いの推定断層
　越前海岸沿いには東側隆起の断層群が推定されている．
海岸部には海成段丘，離水したノッチ・ベンチ等（第 5.5
図）が何段も認められ，中位海成段丘群から求めた平均
隆起速度は最大で 1 m/1,000 年を超えている（山本ほか，
1996）．一方，越前海岸沖の若狭湾及びその北側の海域
には，浸食平坦面を不整合に覆うほぼ水平な更新・完新
統 T2層が，厚いところでは 600 m 以上の厚さで堆積
している．浸食面は緩く東に傾斜しており，その深度は
越前岬沖では 800 m を超えており，この海域が全体と
して東に傾動・沈降していることを示している（第 5.6
図：Yamamoto, 1993；山本ほか，2000）．

　この隆起する丹生山地と沈降海域との境界に位置して
いるのが，越前海岸沿いに通っている柳ヶ瀬・関ヶ原断
層帯北部の断層群であり，福井県が行ったマルチチャン
ネル音波探査によって海岸近くを通る幾つかの断層が捉
えられている（第 5.6図）．本図幅地域西側では Line 1，
Line 2 の 2本の測線に沿って探査が行われている．福
井市大味町西方約 2.5 km の地点まで行われた探査
（Line1）では断層は捉えられていないが，測線の陸側
東端部でも浸食面の深度は 600 m 近くあり，これを厚
さ 500 m を超えるほぼ水平なT2層が覆っている（第5.7
図）．このような形状から，断層はこの測線東端と海岸
の間に存在すると考えられる．その南，浜北山町沖約 

第 5. 6図　越前海岸沖で福井県が行ったマルチチャンネル音波探査測線，香住層群上面第四系基底深度分布及び活断層位置
福井県（1997）に加筆．太線で囲まれた縦線部が福井図幅地域．
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 5 km まで行われた探査（Line 2）でも主要な断層は捉
えられていないが（第 5.7図），同様に測線東端と海岸
との間に断層が存在すると考えられる．断層の平均変位
速度は，福井市大味町付近の海成段丘面から推定される
平均隆起速度が 1.0～ 1.2 m/1,000 年 であること，断
層西側は，数 100 mの厚さの更新・完新統が浸食平坦

面を覆う沈降域であることからすると A級の活動度を
持つことは確実である．最新の活動時期は，最も低位の
離水した岩礁に付着していた穿孔貝（第 5.5図）の 14C
年代値，及び離水海食洞中の遺跡の年代から 17世紀の
中頃と考えられる（山本・木下，1999）．

第 5.7図　福井県が行った本図幅地域西側， Line 1，Line 2 測線のマルチチャンネル音波探査記録（福井県，1997）
　　　　       測線位置は第 5.6図参照．Bは第三系香住沖層群に，P1～ P4は第四系鳥取沖層群 T2層にほぼ相当する．

陸に近い測線東端部でも数 100 m の厚さの第四系が堆積しており，主たる断層は測線東端と陸との間に推
定される．
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第 6章　地　震　活　動

（山本博文）

　平野ほか（1994）によれば，本図幅地域周辺の地震活
動は，福井地震断層・福井平野東縁断層帯から南東の温

ぬく

見
み

断層，根
ね

尾
お

谷
だに

断層へと活動の活発な領域が帯状に延び
ている（第 6.1図）．震源の深さは 20 km 以下であり，
深さ 8 km 付近にピークを持っている．発震機構から求
められた主圧縮（P軸）方向は福井地震断層周辺では北

西‒南東から西北西‒東南東方向を示している．図幅周辺
には越前海岸沿いの断層群，更毛断層，宝和泉断層，鯖
江断層等の活断層や推定活断層が分布するとされている
が，これらの断層に沿っては，地震活動はあまり活発で
はない．

第 6.1図　本図幅地域及び周辺地域の震央分布図（平野ほか，1994）
枠は福井図幅地域の範囲を示す．
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第 7章　応　用　地　質

（山本博文・鹿野和彦・中川登美雄）

7.1　鉱　床

金属鉱床
　本図幅地域内で知られている金属鉱床は杉谷鉱山の金
鉱床のみである．
　杉谷鉱山は，福井市南部の杉谷集落に近い丘陵地に位
置する．清島・熊谷（1954a）によれば，鉱床は含金石
英脈で緑色凝灰岩中（糸生層デイサイト火砕岩）の割れ
目を充てんする．鉱脈は幅 0.5 mで，走向 N10°‒25° E
方向に約 60 m，傾斜 70° SE方向に約 50 mを超える範
囲に分布している．黄鉄鉱が散在し石英に充てんされた
脈に晶洞が多数あり，その中に微細な自然金が散在する．
鉱山の資料によれば，含金量 400～ 700 g/t の高品位部
があったという．現在鉱山は事実上廃止されている．清
島・熊谷（1954a）が調査した 1952年当時，鉱山はすで
に休止中であったという．

天然ガス
　福井平野地下の上部砂礫層（第 1礫層）からメタンを
主とする天然ガスの徴候が認められる．しかし，その埋
蔵量はわずかとみられ採掘には至っていない．

亜　炭
　丹生山地北部の国見層・荒谷層に厚さ 0.3～ 0.7 m
以下の亜炭層が局所的に挟まれている．第二次世界大戦
前後にこれを盛んに採掘し化石燃料として利用した．い
まは放置され，かつて採掘されていた場所もほとんど確
認できない状況にある．そのため，清島・熊谷（1954b）
の記録にある札山炭鉱以外の炭鉱については，地質図に
位置を示すことはできなかった．

7.2　石材・砕石

　本図幅地域内には，福井市大島町のデイサイト溶岩
ドームや柿谷周辺のデイサイト岩脈（いずれも国見岳火
山岩類縁岩体），福井市下一光町や国見町東方の安山岩
シル，ガラガラ山の安山岩（国見岳火山岩類縁岩体）な
ど中新世の火山岩を対象に砕石を採掘した箇所がいくつ
かある．いずれも規模は小さく，現在も盛んに採掘して
いるのは，福井市大矢町の安山岩貫入岩のみである．
　福井市浜別所と西畑町の流紋岩軽石火山礫凝灰岩（市
ノ瀬流紋岩），国山町のデイサイト軽石火山礫凝灰岩（糸
生層）などは，かつて石材として採掘されていたが現在

は見る影もない．比較的採掘規模が大きかったのは，福
井市街に近い足羽山のデイサイト軽石火山礫凝灰岩・凝
灰岩（糸生層）と 越前町（旧朝日町）別畑町の玄武岩
～安山岩火山礫凝灰岩・凝灰岩（糸生層）で，石垣や土
台，石仏，墓石などに利用されてきた．
　足羽山のデイサイト軽石火山礫凝灰岩・凝灰岩は，笏

しゃく

谷
だに

石として知られている（吉澤，1976；小村，2001）．
大谷石に似て青緑色を呈し，きめが細かく軟らかで加工
し易いため，古墳時代には石棺にも使われた．江戸時代
以降は昭和 20年代まで坑道を掘って盛んに採掘された
が（第 7.1図），採掘が進むにつれて良質なところが少
なくなり，坑道が崩落する危険が増したため，1999年
を最後に，採掘は中止されている．2005年 8月 16日には，
地下に多数の坑道が走る足羽山西墓地公園で直径深さと
も 30 mにわたって陥没する事故が起きている．
　越前町別畑町の玄武岩～安山岩火山礫凝灰岩・凝灰岩

第 7.1図　足羽山北側，七ッ尾口から入る地下の採石場跡
尺六の大きさにノミで切り出した跡が壁一面に見え
る．写真提供・掲載許可：福井市映像文化センター．
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は採掘規模が小さいが，露頭堀が進み，現在は竪坑を使っ
て細々と採掘されている（第 7.2図）．

7.3　温　泉

　本図幅地域内の温泉は，Na-SO4泉とアルカリ単純温
泉が多い（第 7.1表）．天谷・藤温泉以外はボーリング
掘削によって開発されており，温泉水は 600～ 1,500 m
の深さから汲み上げている．

7.4　自然災害

　福井県で発生した自然災害については，服部ほか

（1997）にまとめられている．これによれば，近年本図
幅域に大きな被害をもたらした自然災害としては，度重
なる水害，雪害及び地震災害がその主なものである．

水　害
　九頭竜川水系における水害の記録は，宮越（1968）（第
7.3図），九頭竜川流域誌編集委員会（2000）等にまと
められている．
　明治時代の本図幅域を襲った水害の主なものとしては
明治 18年（1885年），明治 28年（1895年），明治 29年
（1896年），明治 32年（1899年）の洪水をあげること
ができる．九頭竜川流域誌編集委員会（2000）によれば，
明治 18年の洪水では 6月 30日より暴風雨となり，九頭

第 7.2図　越前町別畑町の採石場
竪坑を使って採掘している．
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竜川をはじめ諸河川が増水し，九頭竜川右岸の福井市森
田付近の堤防が決壊，九頭竜川右岸平野部の氾濫原，三
角州の大半が浸水した．明治 28年の洪水は 7月 25日よ
り暴風雨となり，その後の 29日河川の水位が上昇，堤
防を越水・破堤させた．8月 5日に再び強雨があり，九
頭竜川の堤防が破堤した．明治 29年の洪水は明治 18年
の洪水を上回るものになった．台風通過に伴い，9月 8
日風雨が強まり，各河川の水位が上昇，各所で越水・破
堤した．浸水域は九頭竜川左岸の扇状地面，竹田川中流
域の氾濫原の一部を除く足羽川以南の福井平野のほとん
ど全域にわたった．福井市では床上 6尺（1.8 m）以上，
所によっては軒まで水位が達した．明治 32年の洪水では，
9月 6日から降り始めた雨は 8日午前には暴風となり，
日野川，足羽川上流で激しい降雨を記録し，福井市をは
じめ広い範囲で洪水の被害を被っている．九頭竜川水系
ではこれらの大洪水を機に明治 33年（1900年）より洪
水防御を目的に築堤・掘削工事が行われ，水害発生の頻
度は低下した．
　昭和の福井平野の洪水については，昭和 23年（1948年），
昭和 28年（1953年），昭和 34年（1959年），及び昭和
56年（1981年）の豪雨災害が知られている．九頭竜川
流域誌編集委員会（2000）によれば，昭和 23年に発生
した福井地震により，九頭竜川・日野川・足羽川の堤防
は 1～ 4 m沈下し，その結果同年 7月の集中豪雨によ
り九頭竜川左岸，福井市燈明寺で約 300 mにわたって

破堤し，濁流は福井市街北西部に押し寄せ，市街地の北
西部一帯は 2.0～ 2.4 m浸水した．昭和 28年（1953年）
には台風 13号により前線が刺激され，上流域で 300 
mmを超える豪雨となった．このため福井市三郎丸付近
の日野川右岸で約 20 mにわたっては破堤した．昭和 34
年 8月には前線と台風 7号による豪雨のため，福井市片
山付近の日野川左岸が約 60 mにわたって決壊した．
　平成における主な洪水としては平成 16年（2004年）
福井豪雨が挙げられる．服部ほか（2005）及び山本（2007）
によれば，7月 18日未明から福井県嶺北地域に降り始
めた梅雨末期の雨は次第に激しさを増し，気象速報によ
れば足羽川中流の旧美山町では午前 6時 10分からの 1
時間降水量が 96 mm，福井市では 8時 01分からの 1時
間降水量が 75 mmに達した．池田・美山両地域で降っ
た雨により，足羽川の水位は急激に上昇し，正午過ぎよ
り福井市中心部で幅約900 mにわたって越流が発生した．
越流発生から約 1時間半後の午後 1時 34分ごろ，幅約
50 mにわたって破堤．流入した濁流は道路が主な流路
となって西～南へと広がり，深いところでは 1.5 mを
超える浸水となった．この豪雨による被害は死者・行方
不明 5名，全壊 66世帯，床上浸水 4,052世帯であった．

雪　害
　雪害の主なものとしては三八豪雪，五六豪雪がある．
三八豪雪は服部ほか（1996），福井新聞社（1991）によ

楢原温泉 福井市南樽原町 25.1   380.0  アルカリ性単純温泉

佐野温泉 福井市水切町 56.1   280.0  Na-SO
4
泉

大安寺温泉 2 号井 福井市天菅生町 53.1   386.0  Na-Ca-SO
4
泉

東安居温泉 福井市金屋町 27.4     88.0  Ca-Na-SO
4
泉

渕町温泉 福井市渕 2 丁目 39.7   279.0  Na・Ca-Cl・SO
4
泉

鷹巣温泉 福井市蓑町 51.2   140.0  アルカリ性単純温泉

金井学園温泉 福井市菅谷 1 丁目 47.7   650.0  Na・Ca-SO
4
・Cl 泉

夢想湯 福井市開発町 42.1     47.0  アルカリ性 Na-SO
4
泉

福井温泉自然の湯 福井市開発町 1 丁目 40.4 55.0  Ca ・Na- SO
4
・Cl 泉

福井温泉 福井市順化 1 丁目 35.0     94.1  アルカリ性単純温泉

天谷温泉 越前町（旧朝日町）天谷 25.0     17.0  Na-SO
4
泉

藤温泉 越前町（旧朝日町）天谷 14.8     10.6  アルカリ性冷鉱泉

水仙の里温泉 福井市（旧越廼村）居倉町 42.0   150.0  単純温泉

健康の森温泉 福井市（旧清水町）真栗町 45.6     71.0  Na-SO
4
・HCO

3
泉

温泉名 所在地
泉温
（℃）

湧出量
（l/min） 泉　質

福井県健康福祉部 食品安全・衛生課（2004）生活衛生・食品衛生事業概要 平成 16 年度版などに基づいて編集．

第 7.1表　福井図幅地域内の温泉一覧



― 56 ―

れば，昭和 37年の年末から降り出した雪がこの冬初め
ての本格的な雪となり，平野部 20～ 30 cm，山間部 50
～ 60 cmの降雪となった．昭和 38年 1月 11～ 12日は
この冬初めての大雪となり 2日間降雪は平野部で 50 cm
前後，山間部で 100 cm前後であった．23日～ 26日に
かけては嶺北地方で豪雪となり，この 4日間の降雪量は
平野部で 130～ 160 cm，山沿い・山間部で 200～ 300 
cmとなった．31日には福井市で 213 cmに達し，1897
年福井気象台創設以来の記録となった．この豪雪により
福井県では死者は 25人，家屋全潰 623棟に達した．
　五六豪雪は昭和 55年の年末から昭和 56年の 1月半ば
までに 3回にわたり大寒波が襲来し，福井市では 1月
15日に 196 cmを記録した．この豪雪による死者は 15
名に達した．

地震災害
　地震災害としては昭和 23年（1948年）の福井地震が
ある．福井地震は 6月 28日午後 4時 13分，福井平野北
部浅所を震源とするマグニチュード 7.1の内陸地震であ
る．この地震による死者は 3,769名，家屋全壊は 36,000
戸以上，焼失家屋は 3,851戸に達した．特に福井市内で
は鉄筋コンクリート造り 6階建ての大

だい

和
わ

百貨店が倒壊し，
市中心部は一面の焼け野原となった．住家全潰率を見る
と，平野中心部で 100%の集落がいくつも見られ，旧春
江町，旧坂井町（現在はともに坂井市）を中心に 80％
以上，福井平野のほぼ全域で 60％を超えていた（第 7.4
図：小笠原，1949；北陸震災調査特別委員会，1951；吉
川，1996など）．このほかに図幅域を震源とする被害地
震としては 1639年の地震（M～ 6.0）があり，福井城

第 7.3図　福井平野における浸水被害分布
宮越（1968）に基づいて九頭竜川流域誌編集委員会（2000）が作成した図に加筆．枠は福井
図幅地域の範囲を示す．
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第 7.4図　福井地震時の住家全潰率分布
北陸震災調査特別委員会（1951）に基づいて宇佐美（1996）が作成した図に加筆．福井平野の形状に沿っ
て全潰率 60％を超える範囲が広がっている．枠は福井図幅地域の範囲を示す．

が破損している（宇佐美，1996）．

地すべり
　本図幅地域内の丹生山地ではいくつかの地すべり・土
石流が発生している．服部ほか（1996）によれば，昭和
14年（1939年）12月 14日，福井市五太子（旧西安居村）
に起こった山崩れで家屋 7戸が倒壊し，死者 15名が出
ている．昭和 47年（1972年）12月 2日には土砂採取に
起因する山崩れが福井市金屋町の安居山で発生し，家屋

全壊 1戸，家屋半壊 1戸，家屋一部損壊 2戸の被害が生
じた．昭和 55年（1980年）8月 20日の地すべりでは，
福井市下一光町の通称三本松山で約 2 haの地すべりが
発生し，1日最高 160 mmの移動を記録している．

土石流
　土石流で大規模なものは知られていないが，昭和 14
年（1939年）12月 4日に五太子山で発生した土石流（山
崩れ）では 14名の死者が出た．
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付表 1　福井及び周辺地域におけるジルコンのフィッション・トラック年代測定結果
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付表 3　荒谷層産貝化石一覧

主に Nakagawa（1998）による．産出頻度：R=まれ，F=少ない，C=普通，A=多い，VA=非常に多い．産出地点番号は付図 1参照．
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付図 1　国見層及び荒谷層化石産出地点
緯度経度は世界座標系．地点番号は付表 1，2の地点番号に対応．
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(ABSTRACT)

OUTLINE
 
 The Fukui district is located in the Hokuriku province on the Japan Sea side of central Japan. The northern part of this district 
is the Fukui Heiya (Plain) through which the Kuzuryu Gawa (River), Asuwa Gawa (River), and Hino Gawa (River) run. To the 
southwest of the Fukui Heiya, there is the northern half of the Niu Sanchi (Mountains). The Echizen Kaigan (Coast) makes a rocky 
shore where the Niu Mountains directly submerged in the Japan Sea. The geology of the Fukui district is summarized in Fig. 1.

MIOCENE

 Exposed in the Niu Mountains are Early to Middle Miocene rocks divided in ascending order into the Nishitani Rhyolite, It-
ow Formation, Kunimi Formation, Aratani Formation, Ichinose Rhyolite, Kunimidake Volcanic Rocks, and basic to intermediate 
intrusive rocks. 
 The Nishitani Rhyolite comprises mainly biotite-bearing rhyolite welded tuff and lapilli tuff and is dated at 27.2±0.5, 24.5±
0.6, and 21.7±0.8 Ma by a fission-track method. This unit is exposed to the southeast and south of the Niu Mountains, where it 
unconformably overlies the Late Cretaceous Omodani Rhyolite and the Early Carboniferous to Early Cretaceous accretionary 
sedimentary complex. 
 The It-ow Formation comprises a variety of volcanic and sedimentary rocks including andesite lava, basaltic andesite pyroclastic 
rocks, dacite pyroclastic rocks, sandstone, siltstone, mudstone, and conglomerate. Volcanic rocks contain features indicative of their 
emplacement either on land and in shallow water. Sedimentary rocks show facies characteristics of fresh-water lake, river channel 
and levee, flood plain and others. The It-ow Formation ranges in fission track age from 20 Ma to 18 Ma.
 The Kunimi Formation mainly comprises non-marine to shallow marine sandstone, conglomerate, and others and is intercalated 
with dacite pumice-lapilli tuff to tuff and andesite lapilii tuff to tuff. Sedimentary rocks show facies characteristics of fan-delta, 
river channel and levee, flood plain, tidal flat, tidal channel, river delta, lagoon or inlet, foreshore, and others. They bear a variety of 
fossils including mangrove fauna and warm-temperate plant fossils. The Kunimi Formation is likely to be 18-16 Ma in fission-track 
age. 
 The Aratani Formation mainly comprises sandstone and siltstone and contains open marine fauna. Bedded andesite lapillistone, 
lapilli tuff and tuff form a marine pyroclastic cone at the basal part, that has a height over 200 m and a lateral extent over 3 km. A 
similar but smaller size edifice is inferred to be in the middle horizon. Rhyolite pumice tuff beds occur locally within this formation. 
The Aratani Formation is intruded by andesite or dacite dikes of 16-15 Ma in K-Ar ages.
 The Ichinose Rhyolite includes the rhyolite pumice-lapilli tuff and tuff distributed in and around Ichinose and the biotite-
hornblende rhyolite dome exposed along the coast from Mera to Ayukawa. The rhyolite pyroclastic rocks unconformably overlie 
the Aratani and Kunimi Formations and overlain by the Kunimidake Volcanic Rocks. The rhyolite lava dome is intruded into the 
rhyolite pyroclastic rocks and is intruded by the Kunimidake Volcanic Rocks. Rhyolite minor intrusions occur in places with similar 
petrographic features. The fission-track age of the rhyolite pyroclastic rock is 15.7±1.4 Ma. 
 The Kunimidake Volcanic Rocks form a volcanic edifice of Mt. Kunimidake, mainly composed of tholeiitic basalt to andesite 
lava with a basal dimension of 6 km×4 km. Andesite and dacite domes, stocks, or pipe breccia occur around Mt. Kunimidkake and 
sparsely in other places. The K-Ar age of the Kunimidake andesite is 15.0±0.4 Ma.
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Fig. 1  Geological summary of the Fukui district
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 Basic to intermediate intrusions occur through the Miocene succession. NE-SW trending dikes dominate in the It-ow and Kunimi 
Formations, whereas NNW-SSE trending dikes are intruded through the Ichinose Rhyolite, perhaps reflecting a drastic change of 
the ambient stress field with the temporal uplift of this area that produced the unconformity between the Aratani Formation and 
the Ichinose Rhyolite. The marine transgression from the It-ow Formation to the Aratani Formation accompanies subsidence in 
excess of the total thickness over 1500 m, coincident with the opening of the Japan Sea. The large-scale pyroclastic eruption of the 
Nishitani Rhyolite is perhaps the precursor of the rifting.

QUATERNARY

 Active faults are many in the Fukui and surrounding areas and are supposed to potentially cause earthquakes of M6 class. Fukui 
Heiya is a basin bounded by these active faults and is being subsided while the Niu Mountains are uplifted. Sediments are supplied 
through large meandering river channels shaped by levees and spread over the flood plains. Sand bars fill the river mouth and sand 
dunes grow there. The Pleistocene and Holocene sediments in the Fukui Plain thus have been accumulated thick in excess of one 
hndred meters and tens of meters, respectively. Marine terrace deposits are well developed along the Echizen Coast, and river 
terrace deposits are distributed along intra-mountain streams. These terraces of Middle to Late Pleistocene age are locally tilted or 
cut by active faults.

GEOLOGIC STRUCTURES AND EARTHQUAKES

 The Miocene is gently folded mainly in a NE-SW direction. Faults are developed in a similar direction and in a NNW-SSE 
direction and some of these faults are active. The 1948 Fukui earthquake of M7.1 is thought to have occurred by the two of these 
active faults: the Fukui earthquaquke fault and the Fukui eastern-side earthquake fault. 

NATURAL HAZARDS

 Heavy rain water have repeatedly flood from the Kuzuryu, Asuwa and other rivers over the populated areas of the Fukui Plain. 
Earthquakes of variable magunitudes have occurred repeatedly. The 1948 Fukui earthquake attacked the Fukui Plain to destroy more 
than 36,000 houses and kill more than 3700 peoples.

UNDERGROUND RESOURCES

 No significant underground resources have been found in this district. Syakudani-ishi is a famous building stone quarried from 
the Miocene dacite pyroclastic rocks at Mt. Asuwayama, southern part of Fukui City but the last quarry was closed in 1999.
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